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新型コロナウイルス関連情報

持ち込まない
・地域間の移動については、必要性や移動先の状況について今一度立ち止まって慎  
　重に検討しましょう。
・特に県外の繁華街や飲食店など感染者が急増しているエリアとの往来は避けてく
　ださい。また、軽症や無症状のまま知らないうちに感染を拡大させないよう、
　日常生活において慎重な行動や徹底した感染防止対策を心がけましょう。

咳やくしゃみはしっかりエチケット
・咳やくしゃみは人に向けない、飛ばさない。

体調が悪いときは無理せず慎重に
・毎日の健康チェックは欠かさずに。無理をせず早めに休もう。

　体調の悪化や感染者との濃厚接触により感染の疑いがある場合は、一人で悩まず

尾鷲保健所または三重県救急医療情報センターへ相談しましょう。検査方法や検査

後の健康観察について指示があります。

県内に持ち込まない！広げない！
　三重県でも新型コロナウイルス感染者の発生が続いています。命と健康を守るために、
まずは「持ち込まない」「広げない」ために「新しい生活様式」で感染症対策を徹底しましょう。

みんなのために、自分のために行動を。

身体的距離の確保 マスクの着用 手洗い

外出や移動は『密』を回避
・人との間隔は、できるだけ２ｍ（最低１ｍ）空ける。

マスクを着けて正面を避けて
・会話をするときはマスクを着けて向かい合わずに。

こまめな換気を
・室内は外気を取り込み常にきれいな空気に。

手洗いは丁寧に
・手洗いは 30 秒程度かけて流水と石けんでしっかり洗う。

STOP

もしかして、コロナにかかってしまったかもしれない…。そんなときは
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新型コロナウイルス関連情報

　感染者に症状が出た日の 2 日前以降に接触した方のうち、下記の接触が
あった方が『 濃厚接触者 』となります。

1.感染者と同居あるいは長時間の接触（車内、航空機を含む）があった方

2.適切な感染防護なしに感染者を診察、看護もしくは介護していた方

3.感染者の気道分泌液もしくは体液などに直接触れた可能性が高い方

4. 手で触れることのできる距離（目安として1ｍ）で、必要な感染予防策なしで感染者と15分

　以上の接触があった方

　同居の家族や医療・介護従事者などやむを得ない場合を除けば、「新しい生活様式」の実践で感染の
可能性の高い濃厚接触者になることを防げます。一人一人が基本的な感染対策を心がけましょう。

県内に持ち込まない！広げない！大丈夫ですか？ あなたの言動。

尾鷲保健所　　　　　　　　　℡ （23）3456　　　 【 9：00 ～ 21：00 の相談窓口】　
三重県救急医療情報センター　℡ 059（229）1199【 21：00 ～ 9：00 の相談窓口】

『 濃厚接触者 』って、どこまでの人をいうの？

　新型コロナウイルス接触確認アプリ

「COCOA」とは、新型コロナウイルス感

染症の感染者と接触した可能性について

通知を受け取ることができる、厚生労働

省が提供するスマートフォン向けアプリ

です。

新型コロナウイルス接触確認アプリ

「ＣＯＣＯＡ」をご利用ください

　スマートフォンアプリ

「 紀北町防災ナビ 」は防

災情報だけでなく、新型

コロナウイルス感染症の

町内での発生情報や、イ

ベント情報、施設の運営状況なども通知されます。

「紀北町防災ナビ」なら
町内の情報を受け取れます !

【iOS 端末用】【Android 端末用】【iOS 端末用】【Android 端末用】

　感染は自身や家族にも起こりうることで、他人事ではありません。
　差別、偏見、いじめなどの人権侵害、誹謗中傷などは絶対行わない
でください。個人を特定しようとする行為や、事実に反するうわさの
伝達で、関係のない方や事業所などにも被害が及ぶ場合があります。
　正しい情報は三重県ホームページで公表されます。事実に基づく冷静な対応をお願いします。

ひぼう

新型コロナウイルスに
ついての相談窓口　
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　例年、９月ごろから台風が多く発生します。台風接近時や台風に刺激された前線などで大雨などが予想される場合、速や

かに避難を開始してください。また、新型コロナウイルス感染症予防のため、ご家族や親族の家に事前避難することも検討

してください。

すでに災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動をとりま
しょう。

警戒レベル

５
（命を守る最善の行動）

警戒レベル

４
（全員避難）

警戒レベル

３
（高齢者などは避難）

警戒レベル

２

警戒レベル

１

警戒レベル５相当情報
氾濫発生情報
大雨特別警報など

警戒レベル４相当情報
氾濫危険情報

土砂災害警戒情報など

警戒レベル３相当情報
氾濫警戒情報

大雨警報、洪水警報など

災害発生情報
【町が発令】

避難指示（緊急）
避難勧告
【町が発令】

避難準備・
高齢者等避難開始
【町が発令】

洪水注意報
大雨注意報など
【気象庁が発表】

早期注意情報
【気象庁が発表】

避難に備え、ハザードマップなどによ
り自らの避難行動を確認しましょう。

災害への心構えを高めましょう。

速やかに避難先へ避難しましょう。
避難場所までの移動が危険と思われ
る場合は近くの安全な場所や、自宅
内のより安全な場所に避難をしま
しょう。

避難に時間を要する方（ご高齢の方、
障がいのある方、乳幼児など）と支
援者は避難を開始しましょう。その
他の方は、避難の準備を整えましょう。

※警戒レベル相当情報は、住民の皆さまが自らの判断で避難行動をとるための参考としてください。
※町では、さまざまな情報をもとに、避難情報を発令しますので、必ずしも防災気象情報と同じレベルの避難情報が、同時
に発令される訳ではありませんのでご注意ください。

【避難の心得】
〇自分の命は自分で守る意識を持って、適切な避難行動をとってください。
〇町からの避難情報を待たずに、早めの自主避難を心がけましょう。
〇避難場所を確認し、家族や近隣の方で声をかけあって、安全・確実に避難しましょう。

台風シーズンにむけて台風シーズンにむけて
避難行動の確避難行動の確認をしをしましょう

本庁危機管理課防災対策係　　　　　　℡（46）3114
海山総合支所総務室総務・防災対策係　℡（32）3901

防災行政無線、台風避難情報についての問い合わせ

警戒レベル 避難情報など 県や気象庁が発表する防災気象
情報（警戒レベル相当情報）住民の皆さまがとっていただく行動

水害・土砂災害の警戒レベルに応じた避難行動を実行してください。
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※2 世帯以上が同じ住居である場合、1世帯とみなし、1台配布します。また、同一世帯で、違う住居の場合は 2世帯とみなし、2台配布します。
詳しくはお問い合わせください。

　電波法などの改正により、従来のアナログ電波での防災行政無線放送ができなくなるため、町では防災行政無線のデジ

タル化整備工事を進めています。それに伴い、各世帯に貸与しているアナログ戸別受信機の機器交換が必要となることか

ら、町から委託された業者が各ご家庭を訪問し、町内全世帯に新しいデジタル戸別受信機を無償で貸与します。

防災行政無線防災行政無線「 戸別受信機 「 戸別受信機 」
が新しくなります！しくなります！

停電時などに自動で機器周辺を照らすライトです。ボタンを押し
ても光ります。※乾電池挿入時のみ
録音された放送を聞けます。過去の放送分も聞くことができます。
※最大10件録音
録音ボタンを押すことで、放送している内容を手動で録音します。
電源の確認、受信状況の確認などができます。

配布の流れについて

【配布予定期間】9 月下旬～令和 3 年 2月 

【貸与対象】町内全世帯の世帯主（ 1世帯に1台を配布）

● 紀北町防災ナビ
     「紀北町防災ナビ」→「防災無線放 送」から放送内
　 容が確認できます。
● 電話応答装置
　 ℡ 0597（47）0800に電話してい
　 ただくと、過去3回分の放送内
　 容を確認できます。

戸別受信機以外で放送内容を確認したい場合

● 事業所や商店などへの貸与はありません。
● アンテナなどの設置も行いません。
● 役場での受け付け・販売は行いません。
※古い戸別受信機は役場に持ち込んでいただければ処分
します。
※購入などご希望の方は、機器製造元のサービス拠点に
直接ご連絡ください。  （有）トギヤ　℡0597（89）1572

事業所・商店などの方へ

戸別受信機の取扱説明

委託業者がご自宅
へ訪問します

※町が発行した身分
　証明書を携帯して
　います

古い戸別受信機を
返還してください

※現在、お持ちでな
　い方は必要ありま
　せん

受信状況確認と
機器取扱説明をします

※窓際などに設置します※壁などへ
の取り付けは行いません※受信状況
が悪ければ外部アンテナを設置します

新しい
戸別受信
機を配布
（貸与）
します

貸与申請
書などに
署名して
ください

４ １

２３

１

２

３

４

※乾電池は入っていません。停電時などに備えて、各世帯で準備を
お願いします。



太
田
哲
生 

議
員

紀
北
町
災
害
救
助
基
金

の
創
設
に
つ
い
て

問
　

市
町
村
に
は
、
災
害
救
助

基
金
の
法
的
な
義
務
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
い
く
つ
か
の
市
町
村
で

条
例
に
よ
り
、
災
害
救
助
基
金
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
災
害
救
助

基
金
を
紀
北
町
の
条
例
に
よ
り
設
置

し
、
災
害
救
助
に
要
す
る
費
用
に
充

て
る
の
が
よ
い
方
法
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
災
害

の
範
囲
で
す
。
自
然
災
害
、
人
為
災

害
、
そ
し
て
感
染
症
な
ど
の
被
害
を

受
け
た
と
き
、
個
人
救
助
に
多
額
の

費
用
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
災
害
救
助
に
要
す
る
費

用
の
た
め
に
善
意
の
寄
付
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
寄
付
金
も
災
害
基
金

に
組
み
入
れ
る
こ
と
で
、
基
金
の
経

理
に
記
載
さ
れ
半
永
久
的
に
記
録
が

残
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
も
紀
北
町

災
害
救
助
基
金
の
制
定
が
必
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
対
象
と
す
る
災
害

の
範
囲
に
自
然
災
害
の
ほ
か

火
災
な
ど
の
人
的
災
害
や
感
染
症
な

ど
も
含
め
る
か
、
基
金
の
使
途
の
範

囲
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。基
金
の
制
定
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
課
題
の
一
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

樋
口
泰
生 

議
員

紀
北
町
公
共
交
通
空
白

地
有
償
運
送
に
つ
い
て

問
　

実
証
運
行
施
策
に
お
い

て
、
運
賃
の
改
正
、
運
行
時

間
の
拡
大
、
予
約
時
間
の
延
長
、
支

払
い
方
法
の
拡
大
、
年
末
年
始
の
運

休
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
報
酬
、
運
転
手

派
遣
委
託
料
の
７
項
目
の
改
善
内
容

が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
詳
細
説
明
を

求
め
ま
す
。

答　
町
長　
運
賃
の
改
正
は
、

現
在
、
初
乗
り
10
分
６
０
０

円
で
、
10
分
以
降
の
運
賃
が
、
５
分

に
つ
き
５
０
０
円
加
算
し
て
い
ま
す

が
、
使
い
に
く
い
と
い
っ
た
意
見
も

あ
り
、
10
分
以
降
、
１
分
に
つ
き

１
０
０
円
加
算
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

運
行
時
間
は
、
も
っ
と
早
く
か
ら

運
行
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
意
見
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
午
前
７
時
か
ら
利

用
で
き
る
よ
う
運
行
時
間
を
拡
大
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
午
前
７
時

か
ら
８
時
30
分
ま
で
の
利
用
は
予
約

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
海
山
地
区
、

紀
伊
長
島
地
区
と
分
け
て
運
行
時
間

の
設
定
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
町
内

全
域
で
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４

時
20
分
ま
で
と
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

予
約
可
能
期
間
は
、
現
在
は
当
日

と
翌
日
の
予
約
で
し
た
が
、
当
日
お

よ
び
１
週
間
先
ま
で
予
約
可
能
と
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

運
賃
の
支
払
い
方
法
は
、
現
金
の

み
の
対
応
か
ら
、
現
金
お
よ
び
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
も
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
者
に
配
慮
し
た
割
引
制
度
と
し

て
、
65
歳
以
上
の
方
限
定
で
、
初
乗

り
回
数
券
を
導
入
し
、
６
回
で
３
，

６
０
０
円
の
と
こ
ろ
を
３
千
円
で
販

売
し
て
い
き
ま
す
。

　

年
末
年
始
に
つ
い
て
は
12
月
29
日

か
ら
１
月
３
日
ま
で
を
運
休
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
報
酬
単
価
は
、
見
直

し
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

委
託
料
は
、
柔
軟
な
ド
ラ
イ
バ
ー

の
確
保
と
安
定
し
た
運
営
が
維
持
で

6

　 ６ 月 定 例 会 は 、 ６ 月 ９ 日 か ら １ ９ 日 ま で の １ １

日 間 の 会 期 で 開 催 さ れ ま し た 。

　　今 回 の 定 例 会 で は 、 条 例 改 正 や 補 正 予 算 な ど の

町 長 提 出 議 案 １ １ 件 、 報 告 １ 件 、 発 議 案 １ 件 を 審

議 し ま し た 。

　 ６ 月 ９ 日 の 開 会 日 に は 、 議 案 の 提 案 説 明 お よ び

内 容 説 明 の あ と 、 各 議 案 に 対 す る 質 疑 を 行 い 、 各

常 任 委 員 会 に 付 託 し ま し た 。

　 １ ６ 日 、 １ ７ 日 は 、 １ ０ 名 の 議 員 が 一 般 質 問 を

行 い ま し た 。

　　最 終 日 の １ ９ 日 に は 、 各 常 任 委 員 長 か ら 付 託 さ

れ た 議 案 の 審 査 経 過 と 結 果 の 報 告 、 質 疑 、 討 論 が

行 わ れ 、 上 程 議 案 １ １ 件 と 令 和 ２ 年 度 紀 北 町 一 般

会 計 補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ） に 対 す る 付 帯 決 議 を 可 決

し て 閉 会 し ま し た 。

令
和
２
年
６
月

議
会
定
例
会
一
般
質
問

《 令和２年６月定例会 》



6 月定例会報告

き
る
よ
う
増
額
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
関
係
の
紀
北
町

独
自
の
施
策
に
つ
い
て

問
　

町
独
自
の
７
項
目
の
施
策

に
つ
い
て
、
改
め
て
詳
細
説

明
を
お
願
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
町
独
自
の
施
策
に

つ
い
て
は
、
水
道
料
金
の
減

額
と
し
て
、
６
カ
月
分
の
基
本
料
金

の
免
除
を
考
え
て
お
り
、
金
額
は
、

４
，
０
４
５
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
特
別
支
援
金
事
業
は
、
三
重
県
の

感
染
症
拡
大
阻
止
協
力
金
の
対
象
と

な
ら
な
い
、
県
外
か
ら
の
来
訪
者
が

５
割
以
上
占
め
る
釣
り
船
、
釣
り
堀
、

瀬
渡
し
、
民
宿
な
ど
の
事
業
主
に
１

件
当
た
り
25
万
円
を
支
給
す
る
事
業

で
、
事
業
費
は
２
千
万
円
で
す
。

　

き
ほ
く
生
活
応
援
商
品
券
事
業
は
、

町
内
全
世
帯
に
１
万
円
の
商
品
券
を

配
布
す
る
事
業
で
、
事
業
費
は
９
，

０
３
９
万
２
千
円
で
す
。

　

子
育
て
応
援
給
付
金
事
業
は
、

０
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
子
ど
も
を

対
象
に
１
人
当
た
り
２
万
円
を
給

付
す
る
事
業
で
、
事
業
費
は
３
，

０
４
５
万
７
千
円
で
す
。

　

マ
ス
ク
購
入
事
業
は
、
備
蓄
マ
ス

ク
の
配
布
に
伴
う
補
充
の
た
め
、
新

た
に
10
万
枚
の
マ
ス
ク
を
購
入
す
る

事
業
で
、
事
業
費
は
２
５
３
万
円
で

す
。

　

漁
業
経
営
安
定
化
資
金
利
子
補
給

は
、
漁
業
の
経
済
的
条
件
の
著
し
い

変
動
に
対
す
る
資
金
融
資
へ
の
利
子

補
給
を
す
る
も
の
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特

別
枠
小
規
模
事
業
者
融
資
特
別
利
子

補
給
は
、
マ
ル
経
、
衛
経
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
別
枠
融
資

へ
の
利
子
補
給
を
す
る
も
の
で
す
。

岡
村
哲
雄 

議
員

学
校
教
育
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
推
進
に
つ
い
て

問
　

①
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
の
整
備
状
況
と
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

②
家
庭
に
お
け
る
情
報
機
器
な
ど
の

整
備
状
況
と
課
題
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
す
。

③
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
推
進
す
る
た

め
の
意
義
と
課
題
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
す
。

答　
教
育
長　
①
現
在
の
整

備
状
況
で
す
が
、
平
成
20
年

度
か
ら
３
人
１
台
の
パ
ソ
コ
ン
端
末

の
整
備
計
画
を
進
め
る
と
い
う
こ
と

で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
現
在
学

校
に
は
、
昨
年
度
末
で
２
０
１
台
の

ポ
ー
タ
ブ
ル
パ
ソ
コ
ン
を
整
備
し
ま

し
た
。
ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
が
令
和
元
年
12
月
19
日
に
文
部

科
学
省
よ
り
出
さ
れ
、
こ
の
構
想
に

基
づ
き
５
年
間
で
１
人
１
台
端
末
、

高
速
ネ
ッ
ト
回
線
の
整
備
、
こ
の
２

点
を
目
的
に
進
め
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
状
況
に
よ
り
、
令
和
２

年
度
末
に
事
業
を
完
了
す
る
よ
う
整

備
状
況
計
画
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

学
校
教
育
課
長　
小・
中
学
校
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
は
、
令
和

２
年
度
の
当
初
予
算
に
約
８
０
０
万

円
を
計
上
し
、
小
・
中
学
校
内
Ｌ
Ａ

Ｎ
整
備
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。
今

年
度
で
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
は
完
了

す
る
予
定
で
す
。

教
育
長　
②
５
月
に
行
っ
た
調
査
で

は
、
家
庭
に
お
い
て
ネ
ッ
ト
環
境
が

完
全
で
は
な
い
、
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
が
な

い
と
い
う
家
庭
が
小
・
中
学
校
で
合

わ
せ
て
54
世
帯
あ
り
、
通
信
機
器
な

ど
の
貸
与
が
必
要
な
状
況
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
、
家
庭
に

貸
与
で
き
る
通
信
機
器
は
あ
り
ま
せ

ん
。
学
習
と
は
違
う
用
途
で
の
使
用

な
ど
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
十
分
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

教
育
長　
③
ハ
ー
ド
面
を
整
備
し
て

も
使
い
方
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
県
の
教
育
委

員
会
の
研
修
講
座
な
ど
も
あ
り
、
全

て
の
学
校
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
向

け
た
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で

身
に
つ
け
て
い
な
い
ス
キ
ル
で
す
の

で
、
県
教
育
委
員
会
と
相
談
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
に
つ
い

て問
　

①「
え
が
お
」の
実
証
実
験

と
本
格
運
行
の
違
い
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

②
今
後
の「
え
が
お
」の
効
果
的
な
運

行
全
般
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

③
実
証
実
験
を
本
格
運
行
に
生
か
す

こ
と
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

④
紀
北
町
の
将
来
の
地
域
公
共
交
通

の
在
り
方
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
実
証
実
験
は
本

格
運
行
に
移
れ
る
か
ど
う

か
、
判
断
す
る
た
め
の
検
証
期
間
だ

と
捉
え
て
い
ま
す
。
本
格
運
行
は
そ

の
結
果
、
事
業
化
で
き
る
と
な
っ
た

場
合
の
運
行
だ
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

②
運
行
管
理
者
が
い
る
、
い
な
い
の

問
題
だ
け
で
な
く
、
一
年
を
通
じ
て

午
前
７
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ぐ
ら

い
ま
で
運
行
管
理
者
は
常
駐
し
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
今
後
そ
う
い
う

事
業
者
が
町
内
に
出
た
ら
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
本
格
運
行
に
至
っ
て
も
ど
ん
ど
ん

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
で
改
善
を
し
て
い
く
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

④
道
路
運
送
法
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
お
互
い
に
補
完
し
な
が
ら
、
紀
北

町
の
地
域
公
共
交
通
を
守
っ
て
い
く

と
い
う
考
え
で
す
。

     

防
災
に
つ
い
て

問
　

①
津
波
な
ど
の
災
害
と
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が

重
な
っ
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

②
二
次
避
難
場
所
と
住
民
の
移
動
方

法
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
避
難
場
所
の
ス

ペ
ー
ス
が
十
分
取
れ
る
の
で

あ
れ
ば
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
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使
い
、
熱
の
あ
る
方
が
避
難
し
て
き

た
ら
、
別
ス
ペ
ー
ス
へ
案
内
す
る
な

ど
、
配
慮
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
点

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
道
路
も
寸
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
の
で
、
そ
こ
は
共
助
が

大
事
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

二
次
避
難
場
所
は
上
里
小
学
校
、

三
船
中
学
校
な
ど
を
指
定
し
て
い
ま

す
。

宮
地
忍 

議
員

今
後
の
５
年
、
10
年
を

見
据
え
た
紀
北
町
内
に

お
け
る
公
共
交
通
網
に

つ
い
て

問
　

①
民
間
の
福
祉
タ
ク
シ
ー

業
者
と
の
共
生
を
図
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す

が
、
本
格
運
行
に
入
ろ
う
と
し
て
い

る
「
え
が
お
」
の
運
行
管
理
を
福
祉

タ
ク
シ
ー
業
者
に
任
せ
、
紀
北
町
主

導
で
民
業
を
育
て
あ
げ
、
町
と
地
元

業
者
の
密
接
な
関
係
を
つ
く
り
上
げ

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で

す
か
。

②「
い
こ
か
バ
ス
」
の
利
用
者
数
と

経
費
が
あ
ま
り
に
も
釣
り
合
い
が
取

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
「
い
こ
か
バ

ス
」
は
早
急
に
取
り
や
め
、
今
後
拡

大
さ
れ
る
で
あ
ろ
う「
え
が
お
」
で

代
替
運
送
を
行
え
ば
い
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
何
人
か
の
利
用
者
も

い
る
こ
と
か
ら
こ
の
方
法
論
を
考
え

て
や
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

が
い
か
が
で
す
か
。

③
現
在
、
町
内
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な

ど
の
運
行
は
三
重
交
通
に
委
託
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
得

し
た
地
元
業
者
が
事
業
自
体
を
拡
大

し
、
人
員
な
ど
も
増
や
し
て
、
町
内

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
全
て
を
運
行

す
る
の
が
理
想
的
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

④
今
後
の
三
重
交
通
の
撤
退
を
考
え
、

島
勝
線
、
河
合
線
も「
え
が
お
」
を

も
っ
と
発
展
さ
せ
た「
え
が
お
」
形

式
、
も
し
く
は
10
人
乗
り
程
度
の
車

両
で
町
が
主
体
と
な
っ
て
町
内
業
者

が
運
行
を
実
施
す
る
と
い
う
の
は
い

か
が
で
す
か
。

答　
町
長　
①
本
格
運
行
を

行
う
に
あ
た
り
、
福
祉
タ
ク

シ
ー
業
者
に
協
力
を
依
頼
す
る
上
で

柔
軟
な
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保
と
安
定

し
た
運
営
を
維
持
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
今
回
委
託
料
を
見
直
し
、
予

算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
業
者
の
皆

さ
ま
に
も
本
事
業
を
支
え
て
い
た
だ

く
と
い
う
こ
と
で
、
共
生
と
い
う
部

分
を
大
事
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

②「
え
が
お
」
で
代
替
運
送
を
行
う

に
は
、
ま
ず
は
新
交
通
シ
ス
テ
ム
を

定
着
さ
せ
、
利
用
を
増
や
す
こ
と
が

前
提
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い

う
中
で
双
方
の
利
用
状
況
を
勘
案
し

な
が
ら
、
ま
た
利
用
者
の
意
見
な
ど

を
聞
き
な
が
ら
、
本
町
に
ふ
さ
わ
し

い
交
通
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
運
行
体
制
が
し
っ
か
り
と
確
立
さ

れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
ほ
か
の
町
内

業
者
に
つ
い
て
も
検
討
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
三
重
交
通
が
経
営
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
シ
ス
テ
ム
を
少
し
で
も
延
ば

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
も
し
も
撤
退
と
な
っ

た
場
合
に
は
、
何
ら
か
の
手
段
を
考

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
え
が
お
」
で
運
営
し
た
と
き
に

は
距
離
も
延
び
、
必
然
的
に
料
金
も

増
え
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
「
い
こ
か
バ
ス
」
の
よ
う

な
形
式
で
週
に
何
便
と
い
う
よ
う
な

こ
と
に
な
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

皆
さ
ま
の
利
便
性
を
し
っ
か
り
と
守

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

柴
田
洋
巳 

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
に
つ
い
て

問
　

①
３
・
４
・
５
月
に
な
ぜ
会

議
を
開
催
し
な
か
っ
た
の
で

す
か
。

②
議
会
に
協
力
を
求
め
て
い
れ
ば
、

も
っ
と
よ
い
独
自
施
策
が
で
き
た
と

考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

③
商
品
券
９
千
万
円
を
子
育
て
支
援

に
使
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
い
か

が
で
す
か
。

④
コ
ロ
ナ
終
息
後
の
町
の
活
性
化
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答　
町
長　
①
会
議
は
、
議
会

臨
時
会
、
全
員
協
議
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

②
経
済
活
動
の
影
響
な
ど
を
見
な
が

ら
施
策
を
議
会
に
は
提
案
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
意
見
も
伺
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

③
児
童
手
当
を
町
２
万
円
、
国
１
万

円
支
給
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
商

品
券
に
つ
い
て
は
各
家
庭
の
状
況
に

応
じ
て
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

④
総
合
計
画
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り

を
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

相
賀
橋
架
け
替
え
に
伴

う
図
書
室
・
社
会
福
祉

協
議
会
の
移
転
に
つ
い

て問
　

①
相
賀
橋
架
け
替
え
工
事

は
、
根
本
的
に
見
直
す
べ
き

で
、
着
工
を
１
年
延
期
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

②
引
本
浦
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を
社

会
福
祉
協
議
会
に
丸
投
げ
し
た
と
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。
引
本
小
学
校
へ

の
移
転
を
考
え
直
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
か
。

答　
町
長　
①
相
賀
橋
は
老
朽

化
が
進
ん
で
お
り
、
早
期
の

修
復
お
よ
び
耐
震
化
を
強
く
県
に
求

め
た
も
の
で
、
少
し
で
も
早
い
完
成

を
願
っ
て
い
ま
す
。

②
引
本
浦
地
区
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

行
政
、
全
て
が
一
致
団
結
し
て
地
域

共
生
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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紀
北
町
生
活
環
境
の
保

全
に
関
す
る
条
例
の
修

正
案
と
令
和
２
年
度
一

般
会
計
予
算
が
１
票
差

で
可
決
し
た
こ
と
に
つ

い
て

問
　

①
１
票
差
で
あ
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を
お

聞
き
し
ま
す
。

②
紀
北
町
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す

る
条
例
は
全
面
改
正
す
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

答　
町
長　
①
結
果
を
十
分
考

え
、
原
因
把
握
に
努
め
な
が

ら
、
丁
寧
に
事
業
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

②
条
例
の
全
面
改
正
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

新
交
通
シ
ス
テ
ム
実
証

実
験
に
つ
い
て

問
　
「
え
が
お
」
の
『
料
金
が

高
い
』、『
尾
鷲
市
へ
乗
り
入

れ
が
で
き
な
い
』、『
運
行
時
間
が
短

い
』
と
い
う
課
題
へ
の
取
り
組
み
を

お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
料
金
に
つ
い
て

は
、
10
分
を
過
ぎ
る
と
５
分

ご
と
に
５
０
０
円
加
算
を
１
分
ご
と

１
０
０
円
加
算
に
、
ま
た
、
回
数
券

利
用
で
初
乗
り
が
５
０
０
円
に
な
る

よ
う
改
正
し
ま
し
た
。

　

尾
鷲
市
へ
の
乗
り
入
れ
は
、
公
共

交
通
会
議
の
合
意
も
必
要
と
な
る
の

で
、
ほ
か
の
交
通
業
者
と
も
協
議
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

運
行
時
間
は
、
早
い
時
間
か
ら
運

行
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
予

約
制
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

町
の
事
業
の
進
め
方
に

つ
い
て

問
　

①
事
業
計
画
は
誰
が
誰
と

協
議
し
ス
タ
ー
ト
す
る
の
で

す
か
。

②
事
業
計
画
の
議
員
へ
の
説
明
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

③
事
業
を
実
施
す
る
と
き
、
関
係
者
、

地
域
住
民
に
ど
の
よ
う
な
説
明
を
す

る
の
で
す
か
。

答　
町
長　
①
議
会
に
は
予
算

で
示
し
て
お
り
、
議
員
の
皆

さ
ま
は
、
い
つ
で
も
役
場
で
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

②
議
長
に
相
談
し
た
上
で
、
議
員
全

員
に
同
じ
時
期
に
知
ら
せ
る
よ
う
な

流
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
道
路
補
修
事
業
に
つ
い
て
は
、
基

本
的
に
地
域
か
ら
の
要
望
に
よ
り
実

施
し
て
い
ま
す
。

生
活
環
境
の
保
全
に
関

す
る
条
例
、
第
22
条
の

審
議
会
の
設
置
に
つ
い

て問
　

環
境
に
対
す
る
不
安
材
料

が
山
積
す
る
中
、
ど
う
し
て

環
境
審
議
会
委
員
を
選
任
し
会
議
の

開
催
を
し
な
い
の
か
。

答　
町
長　
必
要
な
案
件
が

あ
っ
た
場
合
、
当
該
案
件
の

諮
問
か
ら
答
申
ま
で
の
期
間
、
審
議

会
委
員
を
任
命
し
て
審
議
を
し
ま

す
。

近
澤
チ
ヅ
ル 

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
防
止
対
策

に
つ
い
て

問
　

①
臨
時
交
付
金
事
業
に
対

す
る
町
の
対
応
が
遅
い
よ
う

に
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

②
誕
生
祝
金
を
４
月
28
日
か
ら
来
年

３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
る
子
ど
も

を
対
象
に
支
給
で
き
ま
せ
ん
か
。

③
学
校
臨
時
休
業
に
伴
い
、
就
学
援

助
費
の
給
食
費
の
還
元
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

④
保
育
所
自
粛
に
係
る
自
粛
者
へ
の

保
育
料
、
給
食
費
の
還
付
の
考
え
を

お
聞
き
し
ま
す
。

⑤
学
校
給
食
費
を
今
年
度
無
料
に
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

⑥
帰
省
で
き
な
か
っ
た
学
生
な
ど
へ

の
特
産
品
送
付
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。

⑦
コ
ロ
ナ
時
代
の
子
ど
も
を
守
り
育

て
る
学
校
に
す
る
た
め
の
見
解
を
教

育
長
に
お
聞
き
し
ま
す
。

⑧
理
想
の
実
現
の
た
め
、
町
独
自
で

の
教
員
な
ど
の
増
員
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
す
。

⑨
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

を
お
願
い
し
ま
す
。

⑩
国
の
雇
用
調
整
助
成
金
、
持
続
化

給
付
金
の
申
請
に
つ
い
て
、
相
談
窓

口
の
設
置
を
求
め
ま
す
。

⑪
尾
鷲
総
合
病
院
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
市
や
県
に
求
め
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　
町
長　
①
国
や
県
の
動
向

を
見
極
め
つ
つ
、
各
種
支
援

策
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
、
全
員
協
議
会
を
経
て
、
６
月

議
会
に
上
程
し
て
い
ま
す
。

②
誕
生
祝
金
は
、
現
時
点
で
実
施
す

る
と
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

③
就
学
援
助
費
は
費
用
に
応
じ
た
援

助
で
、
給
食
費
も
実
費
の
援
助
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
還
付
は
で
き
な
い

と
思
い
ま
す
。

④
保
育
料
に
つ
い
て
は
、
４
・５
月
の

自
粛
日
数
分
を
減
額
し
て
徴
収
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
は
、
国
か
ら
１
万
円
、
町
か
ら

２
万
円
の
児
童
手
当
の
支
給
を
考
え

て
い
ま
す
。

⑤
子
育
て
支
援
は
た
い
せ
つ
な
こ
と

だ
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
も
国
や

県
の
支
援
策
も
踏
ま
え
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑥
町
出
身
の
学
生
な
ど
に
特
産
品
を

お
届
け
し
、
生
活
を
支
援
す
る
こ
と

は
重
要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
、

今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

教
育
長　
⑦
コ
ロ
ナ
と
の
共
存
は
簡

単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
誰

一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、
子
ど
も

た
ち
が
未
来
を
切
り
開
く
力
が
育
つ

よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

町
長　
⑧
国
に
対
し
て
非
常
勤
講
師

と
学
習
指
導
員
の
配
置
申
請
を
し
て

お
り
、
町
単
独
の
教
職
員
な
ど
の
採

用
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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⑨
体
育
授
業
は
、
気
温
31
度
以
上
で

激
し
い
運
動
を
禁
止
、
35
度
以
上
で

運
動
自
体
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
軽
い
運
動
は
、
冷
房
の
あ
る
多

目
的
室
な
ど
で
も
可
能
と
考
え
て
い

ま
す
。

⑩
相
談
支
援
は
、
専
門
的
な
相
談
窓

口
を
案
内
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑪
迅
速
に
検
査
が
受
け
ら
れ
る
体
制

の
確
保
を
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

新
交
通
シ
ス
テ
ム
実
証

事
業
に
伴
う
公
共
交
通

の
在
り
方
に
つ
い
て

問
　

①
今
回
の
事
業
で
も
住
民

目
線
で
取
り
組
ん
で
い
く
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す

か
。

②
安
全
管
理
の
観
点
か
ら
委
託
先
を

三
重
交
通
に
し
て
い
る
理
由
を
お
聞

き
し
ま
す
。

③
今
後
の
公
共
交
通
は
自
家
用
有
償

運
送
だ
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
河
合

線
を
廃
止
し
、「
え
が
お
」
で
運
行
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
見

解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
い
ろ
い
ろ
な
交

通
手
段
を
連
携
し
な
が
ら
地

域
の
公
共
交
通
を
守
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

②
現
在
、
旅
客
運
送
の
資
格
を
持
っ

て
い
る
こ
と
や
、
一
年
を
通
じ
て
午

前
７
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
運

行
管
理
者
を
設
置
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
委
託
し
て
い
ま
す
。

③「
い
こ
か
バ
ス
」
や
河
合
線
に
つ

い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

紀
北
町
町
民
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

問
　

町
民
セ
ン
タ
ー
屋
上
部
分

を
津
波
避
難
施
設
に
、
も
し

く
は
、
代
替
え
施
設
建
設
を
求
め
る

渡
利
区
長
か
ら
の
要
望
書
に
つ
い

て
、町
長
の
見
解
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
周
辺
に
海
山
総
合

支
所
、
潮
南
中
学
校
、
紀
北

健
康
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
あ
り
、現
状
、

避
難
所
と
し
て
の
機
能
は
充
足
し
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
西
瑞
香 

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
影
響
と

現
状
、
今
後
の
対
策
、

取
り
組
み
に
つ
い
て

問
　

①
保
育
園
、幼
稚
園
、学
童
、

小
・
中
学
校
の
教
育
現
場
で

の
感
染
症
対
策
と
心
の
ケ
ア
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

②
交
付
金
の
活
用
と
地
域
経
済
の
活

性
化
策
へ
の
財
政
支
援
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

③
高
齢
者
福
祉
、
介
護
施
設
、
障
が

い
者
福
祉
施
設
の
運
営
支
援
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

④
避
難
所
の
再
点
検
、
避
難
所
で
の

「
３
密
」
を
防
ぐ
た
め
の
対
応
・
備
え

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
学
校
再
開
後
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
に
つ
い
て
は
今
後
も
警
戒
す
べ

き
大
き
な
問
題
で
す
の
で
、「
３
密

を
避
け
る
」、「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守

る
」、「
小
ま
め
な
手
洗
い
」
な
ど
の

取
り
組
み
に
よ
り
、
感
染
防
止
と
学

習
の
保
障
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
再
開
以
降
、
学
校
か
ら
は
感

染
症
を
不
安
と
す
る
欠
席
は
な
い
と

聞
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
基
礎
疾

患
が
あ
り
、
行
動
の
制
限
が
必
要
な

子
ど
も
も
い
ま
す
の
で
、
相
談
が
入

っ
て
か
ら
の
対
応
に
な
ら
な
い
よ
う

に
本
人
へ
の
ケ
ア
や
保
護
者
と
の
連

携
を
密
に
し
、
子
ど
も
た
ち
の
小
さ

な
異
変
に
対
し
て
細
心
の
注
意
を
払

い
、
引
き
続
き
緊
張
感
を
持
っ
て
安

全
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

②
財
政
支
援
に
つ
い
て
は
、
国
の
１

次
補
正
予
算
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
が
あ
り
、
現
在
申
請
中
で
す
。

２
次
補
正
予
算
に
よ
る
交
付
金
も
そ

の
内
容
な
ど
を
踏
ま
え
て
町
と
し
て

ど
の
よ
う
な
活
用
が
で
き
る
か
、
国・

県
が
行
う
事
業
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
支
援
策
を
行
う
か
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

③
マ
ス
ク
や
防
護
用
具
の
備
蓄
状
況

に
対
し
ま
し
て
、
紀
北
広
域
連
合
と

連
携
し
施
設
運
営
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
マ
ス
ク
や
防
護
用
具
、
手

指
消
毒
用
エ
タ
ノ
ー
ル
の
優
先
供
給

に
関
す
る
要
望
量
を
調
査
し
、
３
月

26
日
に
要
望
が
あ
っ
た
高
齢
者
福
祉

施
設
な
ど
、
必
要
量
を
三
重
県
に
報

告
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
三
重
県

か
ら
各
事
業
所
に
マ
ス
ク
、
消
毒
用

の
エ
タ
ノ
ー
ル
が
供
給
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

紀
北
広
域
連
合
運
営
の
障
が
い
者

施
設
に
は
、
町
か
ら
マ
ス
ク
の
配
布

も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

④
避
難
所
内
で
の
対
策
は
、
今
ま
で

の
備
蓄
に
加
え
て
マ
ス
ク
や
消
毒
液

な
ど
、
間
仕
切
り
、
衛
生
用
品
の
備

蓄
な
ど
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

危
機
管
理
課
長　
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

は
、
現
在
３
０
０
組
の
備
蓄
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
間
仕
切
り
の

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
現
在
16
セ
ッ
ト

と
22
・
５
畳
分
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

の
備
蓄
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
避
難

所
開
設
に
あ
た
り
、
受
付
名
簿
を
設

置
し
、
避
難
さ
れ
た
方
の
氏
名
、
世

帯
な
ど
を
記
載
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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6 月定例会報告

原
隆
伸 

議
員

特
別
定
額
給
付
金
へ
の

取
り
組
み
と
教
訓
に
つ

い
て

問
　

①
特
別
定
額
給
付
金
の
給

付
状
況
の
詳
細
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

②
申
請
書
を
住
民
の
も
と
に
一
刻
も

早
く
届
け
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
れ

ば
、
郵
便
局
へ
の
独
自
の
働
き
か
け

を
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
そ
う
い
う
発
想
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
か
。

③
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
と
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
つ
い
て
と
い

う
こ
と
で
地
域
振
興
策
、
産
業
振
興

策
に
つ
い
て
、
お
答
え
く
だ
さ
い
。

④
特
別
定
額
給
付
金
を
教
訓
と
し
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
２
波
、

第
３
波
の
対
策
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
本
町
で
も
法
案

の
成
立
以
前
よ
り
特
別
定
額

給
付
金
の
準
備
に
入
り
、
５
月
14
日

に
町
内
全
世
帯
に
向
け
て
郵
送
申
請

用
の
申
請
書
を
発
送
し
ま
し
た
。
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
の
申
請
受
付

は
、
５
月
14
日
の
午
後
か
ら
開
始
し

ま
し
た
。
５
月
18
日
か
ら
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
３
密
対
策
を
行
い

な
が
ら
、
町
内
２
カ
所
に
特
別
定
額

給
付
金
相
談
窓
口
を
設
け
、
申
請
に

不
安
を
持
っ
て
い
る
方
々
の
申
請
書

や
添
付
書
類
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
行

い
、
５
月
25
日
か
ら
の
申
請
受
付
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
の
準
備
も
整

い
ま
し
た
。
ま
た
給
付
に
つ
い
て
も

同
25
日
か
ら
開
始
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

②
郵
便
局
は
一
生
懸
命
や
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
う
い
う
働
き
か
け
は
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

③
基
本
は
第
２
次
総
合
計
画
に
基
づ

き
な
が
ら
や
っ
て
い
き
ま
す
が
、
コ

ロ
ナ
へ
の
支
援
策
は
国
の
臨
時
交
付

金
が
あ
り
、
第
２
次
の
臨
時
交
付
金

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
第
１
次
の
際

に
は
町
か
ら
も
約
１
億
円
を
出
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
２
次
の
臨

時
交
付
金
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
れ

ば
い
い
の
か
、
勉
強
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

④
特
別
定
額
給
付
金
事
業
を
最
優
先

し
ま
し
た
。
申
請
書
類
な
ど
の
発

送
作
業
を
は
じ
め
、
相
談
窓
口
に
来

庁
さ
れ
た
方
の
誘
導
案
内
や
１
日
に

１
千
通
を
超
え
る
申
請
書
の
提
出
状

況
を
察
知
し
て
、
自
主
的
に
毎
日
多

く
の
職
員
が
交
代
で
業
務
に
あ
た
り

ま
し
た
。
ほ
か
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
も
含
め
て
職
員
全
体
が
ワ

ン
チ
ー
ム
と
な
っ
て
行
え
た
こ
と
が

今
後
の
教
訓
に
生
か
せ
る
も
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
津
畑
正
量 

議
員

紀
北
町
新
交
通
シ
ス
テ

ム
実
証
事
業
に
つ
い
て

問
　

①
初
乗
り
運
賃
６
０
０
円

は
高
い
と
い
う
声
に
つ
い
て

町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

②「
い
こ
か
バ
ス
」
と「
え
が
お
」
と

の
整
合
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

答　
町
長　
①
現
在
初
乗
り
10

分
６
０
０
円
で
、
10
分
以
降

の
運
賃
は
５
分
ご
と
に
５
０
０
円
加

算
で
し
た
が
、
今
回
の
改
正
で
10
分

以
降
１
分
ご
と
に
１
０
０
円
加
算
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ワ
ン
コ
イ
ン
で

乗
り
た
い
と
い
っ
た
意
見
も
あ
り
ま

し
た
の
で
、
回
数
券
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
初
乗
り
運
賃
が
５
０
０
円

に
な
る
工
夫
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
「
え
が
お
」
が
初
乗
り
６
０
０
円
、

約
６
・７
㎞
、
10
分
と
な
っ
て
い
ま

す
。
路
線
バ
ス
は
約
３
８
０
円
、
河

合
線
で
３
３
０
円
、「
い
こ
か
バ
ス
」

は
４
０
０
円
。
福
祉
タ
ク
シ
ー
は

６
０
０
円
か
ら
８
０
０
円
。
実
証
実

験
し
た
相
乗
り
運
送
で
１
，
５
０
０

円
。タ
ク
シ
ー
で
は
約
２
，５
５
０
円
。

バ
ス
な
ど
に
つ
い
て
は
定
時
定
路
線

で
バ
ス
停
ま
で
移
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ド
ア・
ツ
ー・
ド
ア
と
い
う
こ
と
で
、

利
便
性
に
お
い
て
は
家
の
前
か
ら
目

的
地
の
前
ま
で
送
っ
て
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
こ
う

い
っ
た
利
便
性
を
加
味
し
な
が
ら
、

ほ
か
の
交
通
事
業
者
と
の
比
較
を
十

分
検
討
し
た
上
で
や
っ
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②「
い
こ
か
バ
ス
」
で
も
い
い
と
い

う
方
が
い
ま
す
が
、
バ
ス
停
ま
で
歩

け
る
方
は
、「
い
こ
か
バ
ス
」
を
利
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
多
様
な
公
共

交
通
の
考
え
方
の
一
つ
だ
と
思
い
ま

す
。「
え
が
お
」
が
定
着
し
て「
い
こ

か
バ
ス
」
が
廃
止
と
な
っ
た
と
き
に

は
、「
え
が
お
」
の
料
金
体
系
に
つ
い

て
検
討
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
し
、
町
の
公
共
交
通
そ

の
も
の
を
転
換
し
て
い
く
上
に
お
い

て
は
検
討
課
題
の
一
つ
だ
と
思
い
ま

す
。住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

金
に
つ
い
て

問
　

こ
れ
ま
で
の
経
済
効
果
と

補
助
金
の
利
用
件
数
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
平
成
30
年
度
実

績
と
し
て
は
、
１
０
９
件

の
申
請
が
あ
り
、
交
付
決
定
額
は

１
千
万
円
。
工
事
決
算
額
は
約
５
，

６
４
０
万
円
で
し
た
。
令
和
元
年
度

実
績
は
、
交
付
決
定
は
53
件
、
交
付

決
定
額
が
５
０
０
万
円
、
工
事
決
算

額
約
３
，
０
１
３
万
円
で
し
た
。
令

和
２
年
度
は
１
０
７
件
と
た
い
へ
ん

多
く
の
申
請
が
あ
り
、
交
付
決
定
52

件
、
交
付
決
定
額
は
４
９
９
万
７
千

円
、
工
事
予
定
額
が
２
，
３
２
１
万

円
と
、
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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入
江
康
仁 

議
員

海
野
小
学
校
の
こ
れ
か

ら
の
利
用
計
画
に
つ
い

て問
　

廃
校
後
の
海
野
小
学
校
校

舎
の
今
後
の
利
用
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
利
用
計
画
を
考
え

て
い
る
の
か
、お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答　
町
長　
海
野
小
学
校
は
令

和
３
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

閉
校
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
の
校
舎

お
よ
び
学
校
用
地
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
閉
校
後
、
地
域
の
方
々
な
ど
と

も
協
議
し
な
が
ら
よ
り
良
い
活
用
が

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

県
営
都
市
公
園
熊
野
灘

臨
海
公
園
「
孫
太
郎

プ
ー
ル
」
の
再
開
に
つ

い
て

問
　

来
年
に
は
必
ず
孫
太
郎

プ
ー
ル
の
再
開
に
向
け
て
の

予
算
を
組
ん
で
く
れ
る
よ
う
強
く
三

重
県
に
要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

答　
町
長　
現
在
、
三
重
県
で

は
現
プ
ー
ル
に
代
え
て
、
城

ノ
浜
地
区
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
施

設
整
備
と
し
て
海
水
浴
場
管
理
棟
付

近
へ
の
プ
ー
ル
の
整
備
を
検
討
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
積
極

的
な
施
設
整
備
を
県
に
要
望
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

紀
伊
長
島
地
区
の
悲
願

で
あ
る
老
人
ホ
ー
ム
赤

羽
寮
の
改
築
に
つ
い
て

問
　

老
人
ホ
ー
ム
赤
羽
寮
の
改

築
は
紀
伊
長
島
地
区
の
町
民

の
悲
願
で
あ
り
、
私
の
と
こ
ろ
に
陳

情
も
あ
り
ま
す
。
前
向
き
な
答
弁
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答　
町
長　
年
金
で
生
活
で
き

る
施
設
も
必
要
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
修
繕
な

ど
行
い
な
が
ら
赤
羽
寮
を
快
適
な
住

環
境
に
し
て
い
く
よ
う
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

紀
北
町
に
お
け
る
入
札

方
法
の
見
直
し
に
つ
い

て問
　

紀
北
町
公
共
に
関
す
る
入

札
方
法
に
つ
い
て
で
す
が
、

現
在
、
財
政
課
で
執
行
し
て
い
る
入

札
は
ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
て
い

る
の
で
す
か
。
地
元
業
者
の
育
成
に

つ
な
が
る
よ
う
な
入
札
方
法
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

答　
町
長　
透
明
性
、客
観
性
、

競
争
性
を
高
め
る
た
め
に
原

則
、
地
域
公
募
型
の
一
般
競
争
入
札

と
し
て
い
ま
す
。
建
設
工
事
な
ど
で

は
そ
れ
ぞ
れ
の
業
者
を
育
成
す
る
た

め
に
も
、
ラ
ン
ク
分
け
な
ど
も
し
て

い
ま
す
。

新
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム

「
え
が
お
」
に
つ
い
て

問
　

８
月
17
日
か
ら
「
え
が
お
」

の
本
格
運
行
の
ス
タ
ー
ト
に

は
海
山
地
区
と
紀
伊
長
島
地
区
に
約

５
台
ず
つ
車
を
配
置
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
午
前
７
時
か
ら
８
時

30
分
ま
で
と
午
後
４
時
20
分
か
ら
の

運
行
に
つ
い
て
は
、
福
祉
タ
ク
シ
ー

業
者
と
も
話
合
い
を
し
な
が
ら
民
間

に
委
託
す
る
よ
う
な
形
を
確
立
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
が
い
か

が
で
す
か
。

答　
町
長　
い
ろ
い
ろ
な
形
で

い
ろ
い
ろ
な
方
が
ご
利
用
で

き
る
よ
う
な
方
向
で
検
討
し
て
い
ま

す
の
で
、
今
回
の
補
正
予
算
だ
け
で

は
な
く
、
状
況
の
変
更
が
あ
れ
ば
議

会
に
予
算
を
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
計
画
し
て
い
る
広

域
ご
み
処
理
施
設
に
つ

い
て

問
　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
一

般
の
方
々
も
東
海
地
震
、
東

南
海
地
震
な
ど
を
心
配
し
て
い
ま

す
。
私
ど
も
が
津
波
に
対
す
る
意
見

を
伝
え
た
と
こ
ろ
、候
補
地
を
変
え
、

転
々
と
し
て
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
で
あ

る
方
々
が
津
波
の
浸
水
想
定
区
域
だ

と
常
識
で
分
か
る
よ
う
な
と
こ
ろ
へ

建
て
る
よ
う
な
話
合
い
を
し
て
い
た

の
で
す
か
。

答　
町
長　
今
ま
で
一
つ
一
つ

候
補
地
を
詰
め
て
い
っ
て
、

野
球
場
に
で
き
な
い
か
と
尾
鷲
市
へ

お
願
い
し
ま
し
た
。
用
地
を
選
定
す

る
上
で
は
尾
鷲
市
の
意
向
が
ま
ず
第

一
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

上
里
の
産
業
廃
棄
物
中

間
処
理
施
設
に
つ
い
て

問
　

施
設
の
計
画
は
ど
の
程
度

進
ん
で
い
ま
す
か
。

答　
水
道
課
長　
現
在
、
住

民
説
明
会
が
行
わ
れ
た
と
こ

ろ
で
ま
だ
町
へ
は
協
議
書
の
提
出
は

あ
り
ま
せ
ん
。
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国
内
に
住
ん
で
い
る
全
て
の
方
を

対
象
に
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
必
ず
ご
回
答
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

５
年
に
１
度
の
最
も
重
要
な
『
統

計
調
査
』
で
す

　
「
日
本
に
住
む
人
や
世
帯
」
に
つ
い

て
知
る
こ
と
で
、
生
活
環
境
の
改
善

や
防
災
計
画
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活

に
欠
か
せ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に

役
立
て
ら
れ
る
た
い
せ
つ
な
調
査
で

す
。
調
査
に
は
回
答
の
義
務
が
あ
り

ま
す
。

回
答
期
間

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
期
間

９
月
14
日
（
月
）
〜
10
月
７
日
（
水
）

▼
調
査
票（
紙
）で
の
回
答
期
間

10
月
１
日
（
木
）
〜
７
日
（
水
）

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
郵

送
で
の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
の
方
法

　

９
月
14
日
（
月
）
か
ら
30
日
（
水
）

ま
で
に
、
調
査
員
が
各
世
帯
を
訪
問

し
て
調
査
書
類
を
配
布
し
ま
す
。
ご

不
在
の
場
合
は
、
郵
便
受
け
や
ド
ア

ポ
ス
ト
に
入
れ
て
配
布
し
ま
す
。

調
査
の
対
象

①
10
月
１
日
現
在
、
町
内
に
す
で
に

３
カ
月
以
上
住
ん
で
い
る
方

②
10
月
１
日
の
前
後
を
通
じ
て
３
カ

月
以
上
住
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
方

※

外
国
の
方
も
対
象
に
含
み
ま
す

調
査
事
項

　

男
女
の
別
、
出
生
の
年
月
、
配
偶

者
の
有
無
、
就
業
状
況
な
ど
、
全
部

で
16
項
目
で
す
。

　

国
勢
調
査
を
装
っ
た
「
か
た
り
調

査
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

国
勢
調
査
員
を
装
っ
た
不
審
な
訪

問
者
や
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
勢
調
査
で
は
、
収
入
や
預
金
の
額
、

銀
行
口
座
の
暗
証
番
号
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
番
号
な
ど
を
お
聞
き
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

国
勢
調
査
専
用
窓
口

℡（
49
）
０
８
０
０

本
庁
企
画
課
企
画
係

℡（
46
）
３
１
１
３

町からのおしらせ　～ Information ～

国
内
に
住
ん
で
い
る
全
て
の
方
を
対
象
に

令
和
２
年  『 

国
勢
調
査 

』
を
実
施
し
ま
す
！

▶ 調査についての説明
　 インターホン越しに行います。インターホンのない世帯は、説明を行わず、調査書類の配布のみ行います。

▶ 調査書類の配布
　 郵便受けやドアポストに入れて配布します。

▶ 回答方法
　 インターネットか郵送での回答をお願いします。調査員による回収を希望される場合は、調査書類に記載

　 の連絡先までご連絡ください。

▶ 役場・調査員からの問い合わせ
　 以下の場合に役場または調査員から世帯の方へお電話することがあります。

　 ①調査票を提出していただいた後、記入内容に不明な点があるため、確認をする場合

　 ②期限までに調査票の提出が確認できないため、提出を再度お願いする場合

新型コロナウイルス感染症対策のため、
調査員と世帯の方が直接対面しない非接触の調査方法で実施します。
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
の
サ

ポ
ー
ト
を
希
望
す
る
方
で
平
日
は
来

庁
が
難
し
い
方
な
ど
へ
の
対
応
と
し

て
、
下
記
の
日
程
で
土
・
日
曜
日
開

庁
お
よ
び
出
張
所
な
ど
で
申
請
サ

ポ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
必
ず
電
話
で
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

〇
通
知
カ
ー
ド

〇
印
鑑

〇
本
人
確
認
書
類　
（
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

※
健
康
保
険
証
、
介
護
保
険
証
、
年

金
手
帳
な
ど
顔
写
真
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
も
の
は
２
点
以
上
必
要
で
す
。

他
の
書
類
（
氏
名
・
生
年
月
日
・
住

所
な
ど
記
載
の
も
の
）
も
使
用
で
き

ま
す
。
ご
予
約
の
際
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な

ど
で
証
明
書
の
取
得
が
で
き
ま
す
！

取
扱
書
類

住
民
票
・
印
鑑
証
明
・
戸
籍
証
明
・

所
得
証
明
な
ど

サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間

午
前
６
時
30
分
〜
午
後
11
時

※

12
月
29
日
〜
翌
年
１
月
３
日
お
よ

び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
日
除
く

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
住
民
課
住
民
係

℡（
46
）
３
１
１
７

海
山
総
合
支
所
住
民
室
住
民
係

℡（
32
）
３
９
０
２

　

町
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
化
と
資

源
化
を
推
進
す
る
た
め
、『
生
ご
み
処

理
機
』
を
購
入
さ
れ
た
方
に
助
成
金

を
交
付
し
ま
す
。

対
象

次
の
３
点
を
満
た
す
方

①
町
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
居
住

し
て
い
る
方
（
事
業
所
を
除
く
）

②
町
内
に
生
ご
み
処
理
機
を
設
置
す

る
方

③
生
ご
み
を
自
ら
の
家
庭
に
お
い
て

減
量
化
ま
た
は
資
源
化
す
る
方

区
分
お
よ
び
助
成
金
額

◆
生
ご
み
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）

購
入
価
格
の
２
分
の
１
で

上
限
１
０
，
０
０
０
円
（
総
額
）

※

１
世
帯
に
つ
き
２
基
ま
で

◆
電
動
生
ご
み
処
理
機　
　
　
　
　

購
入
価
格
の
２
分
の
１
で

上
限
３
０
，
０
０
０
円

※

１
世
帯
に
つ
き
１
基
ま
で

※
助
成
金
交
付
後
５
年
以
内
は
同
じ

区
分
で
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

※

予
算
の
範
囲
内
で
申
し
込
み
順
に

な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
の
際
に
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

○
領
収
証
の
原
本
（
品
名
、
氏
名
が

明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
）

○
振
込
先
が
確
認
で
き
る
も
の

○
印
鑑

〇
生
ご
み
処
理
機
の
仕
様
が
分
か
る

カ
タ
ロ
グ
ま
た
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
環
境
管
理
課
廃
棄
物
対
策
係

℡（
46
）
３
１
２
１

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

環
境
管
理
係

℡（
32
）
３
９
０
４

町からのおしらせ　～ Information ～

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
サ
ポ
ー
ト
の

ご
案
内
（
予
約
制
）

生
ご
み
処
理
機
購
入
費

助
成
金
の
ご
案
内

場所日程 時間

  ９月１２日（土）

１０月１０日（土）

１１月　８日（日）

１２月１３日（日）

本庁住民課

海山総合支所住民室

本庁住民課

海山総合支所住民室

午前９時～午後１時

※証明発行などの通常事
務は実施しません。
※カード受け取りまで
1カ月ほどかかります。
当日発行はできません。

場所カード交付日カード申請日 時間

  ９月１０日（木）

１０月        ８日（木）

１１月１２日（木）

１２月１０日（木）

１０月１５日（木）

１１月１９日（木）

１２月１７日（木）

１月２１日（木）

若者センター

桂城出張所

長島多目的会館

船津出張所

午前９時～午後４時
（午後１時～２時を除く）

※申請・交付ともにご本
人がお越しください。

●出張所サポート

●休日サポート
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児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
し
ゅ
う
」
が
開
所
し
ま
す
。

　

悩
ま
な
い
で
一
緒
に
考
え
よ
う
！

　

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
、

児
童
福
祉
法
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ

た
子
育
て
や
家
庭
に
関
す
る
相
談
機

関
で
す
。

　

三
重
県
内
で
は
５
カ
所
に
設
置
さ

れ
、
家
庭
か
ら
の
相
談
の
他
、
県
や

市
町
、
学
校
や
児
童
相
談
所
な
ど
の

関
係
機
関
と
連
携
し
、
子
ど
も
に
ま

つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
い
ま

す
。

　

相
談
は
電
話
だ
け
で
な
く
、
来
所

や
メ
ー
ル
、
手
紙
で
も
可
能
で
す
。

　

家
庭
訪
問
に
よ
る
相
談
も
行
い
ま

す
。
ま
た
、
発
達
検
査
や
心
理
相
談

な
ど
、
専
門
的
な
相
談
に
も
対
応
を

す
る
予
定
で
す
。

※

電
話
、
メ
ー
ル
相
談
は
３
６
５
日
、

24
時
間
対
応
し
ま
す
。

※

来
所
、
訪
問
、
各
相
談
は
10
月
２

日
（
金
）
よ
り
受
け
付
け
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
し
ゅ
う
」

◆
場
所　

南
牟
婁
郡
御
浜
町
大
字
下

市
木
２
９
５
０
番
地
３

◆
開
所
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

℡
０
５
９
７
９
（
２
）
１
８
０
０

※

夜
間
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
津

市
に
あ
る
児
童
養
護
施
設
「
聖
マ
ッ

テ
ヤ
子
供
の
家
」
に
転
送
さ
れ
ま
す
。

FAX
０
５
９
７
９
（
２
）
１
８
２
２

◆
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

J4
b
d
q
scw

@
zb
.ztv.n

e.jp

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
て
い
る
、
ひ
と
り
親
世

帯
の
子
育
て
負
担
の
増
加
や
収
入
の

減
少
に
対
す
る
支
援
を
行
う
た
め
、

臨
時
特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

基
本
給
付

支
給
対
象

①
令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手

当
が
支
給
さ
れ
る
方
（
申
請
不
要
）

②
公
的
年
金
な
ど
（
遺
族
年
金
・
障

害
年
金
な
ど
）
を
受
給
し
て
お
り
令

和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
が

全
額
停
止
さ
れ
る
方
（
要
申
請
）

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
す
る
な

ど
、
収
入
が
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
と
同
じ
水
準
と
な
っ
て

い
る
方
（
要
申
請
）

給
付
額

１
世
帯
５
万
円
、
第
２
子
以
降
１
人

に
つ
き
３
万
円
加
算

追
加
給
付

支
給
対
象

「
基
本
給
付
」
の
支
給
対
象
①
ま
た
は

②
に
該
当
す
る
方
の
う
ち
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
て
収
入
が
減
少
し
た
方
（
要
申
請
）

給
付
額

１
世
帯
５
万
円

請
求
期
間

令
和
３
年
２
月
26
日
（
金
）
ま
で

※

す
で
に
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
に
は
現
況
届
の
通
知
と

併
せ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
の
方
で
受
給
対
象
と
思
わ

れ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
福
祉
保
健
課
地
域
福
祉
係

℡（
46
）
３
１
２
２

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

福
祉
保
健
係

℡（
32
）
３
９
０
４

町からのおしらせ　～ Information ～

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

開
所
の
お
し
ら
せ

ひ
と
り
親
世
帯

臨
時
特
別
給
付
金
の
ご
案
内

有料広告

電気に関するお問い合わせは、
これからは、
「スマホ」で。
「アプリ」で。
すぐに「チャット」で。

DOWNLOAD ダウンロード無料
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い
じ
め
、
孤
独
、
病
気
、
人
間
関

係
の
不
和
、
失
業
、
多
重
債
務
な
ど

の
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
よ
う
な
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
重
な
り
、
生
き
る

こ
と
に
希
望
を
も
て
な
く
な
っ
た
と

き
、
自
殺
の
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。

　
「
死
に
た
い
」
と
悩
ん
で
い
る
人
の

多
く
は
、「
死
ぬ
し
か
な
い
」
と
「
な

ん
と
か
生
き
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

と
の
間
で
激
し
く
揺
れ
動
き
、
そ
の

気
持
ち
が
言
葉
や
行
動
の
変
化
（
不

眠
、
体
調
不
良
、
感
情
の
不
安
定
さ

な
ど
）
と
な
っ
て
自
殺
の
危
険
性
を

示
す
サ
イ
ン
を
発
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

も
し
、
あ
な
た
が
悩
み
を
抱
え
て

い
た
ら
、
も
し
、
あ
な
た
の
周
り
に

悩
み
を
抱
え
た
人
が
い
た
ら
、
ぜ
ひ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
、
続
か
な

い
」「
生
活
に
困
っ
て
い
る
」「
眠
れ

な
い
」
な
ど
、
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
各
分
野
の
専
門
家
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
が
、

事
前
に
相
談
内
容
を
教
え
て
い
た
だ

く
と
、
よ
り
詳
し
い
対
応
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
複
数
の
相
談
が

ま
と
め
て
で
き
ま
す
の
で
、
一
人
で

悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

９
月
24
日
（
木
）

受
付
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

東
長
島
公
民
館

持
ち
物　

相
談
に
必
要
な
書
類

相
談
内
容　

く
ら
し
、
こ
こ
ろ
、
か
ら

だ
、介
護
、障
が
い
、就
職
、債
務
整
理
、

相
続
・
相
続
税
、
依
存
問
題
な
ど　

※

都
合
に
よ
り
、
中
止
と
な
る
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
変
化
に
気
づ
く

　

家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
づ
い
て

声
を
か
け
る
。

②
じ
っ
く
り
と
耳
を
傾
け
る

　

本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
話
に
耳

を
傾
け
る
。

③
支
援
先
に
つ
な
げ
る

　

早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ
う

促
す
。

④
温
か
く
見
守
る

　

温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、
じ
っ

く
り
と
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ

き
、
声
を
か
け
、
話
を
き
き
、
必
要

な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
人
で
あ

る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
５
人
以
上
集
ま
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
日
時
・
場
所
は
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
図
書
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
ま
す
。

期
間　

９
月
27
日
（
日
）
ま
で

　
　
　

※

月
曜
日
休
室

場
所　

紀
伊
長
島
図
書
室

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
福
祉
保
健
課
地
域
保
健
係

℡（
46
）
３
１
２
２

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

福
祉
保
健
係

℡（
32
）
３
９
０
４

　

い
じ
め
、
孤
独
、
病
気
、
人
間
関

係
の
不
和
、
失
業
、
多
重
債
務
な
ど

の
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
よ
う
な
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
重
な
り
、
生
き
る

こ
と
に
希
望
を
も
て
な
く
な
っ
た
と

き
、
自
殺
の
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。

　
「
死
に
た
い
」
と
悩
ん
で
い
る
人
の

多
く
は
、「
死
ぬ
し
か
な
い
」
と
「
な

ん
と
か
生
き
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

と
の
間
で
激
し
く
揺
れ
動
き
、
そ
の

気
持
ち
が
言
葉
や
行
動
の
変
化
（
不

眠
、
体
調
不
良
、
感
情
の
不
安
定
さ

な
ど
）
と
な
っ
て
自
殺
の
危
険
性
を

示
す
サ
イ
ン
を
発
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

も
し
、
あ
な
た
が
悩
み
を
抱
え
て

い
た
ら
、
も
し
、
あ
な
た
の
周
り
に

悩
み
を
抱
え
た
人
が
い
た
ら
、
ぜ
ひ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
、
続
か
な

い
」「
生
活
に
困
っ
て
い
る
」「
眠
れ

な
い
」
な
ど
、
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
各
分
野
の
専
門
家
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
が
、

事
前
に
相
談
内
容
を
教
え
て
い
た
だ

く
と
、
よ
り
詳
し
い
対
応
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
複
数
の
相
談
が

ま
と
め
て
で
き
ま
す
の
で
、
一
人
で

悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

９
月
24
日
（
木
）

受
付
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

東
長
島
公
民
館

持
ち
物　

相
談
に
必
要
な
書
類

相
談
内
容　

く
ら
し
、
こ
こ
ろ
、
か
ら

だ
、介
護
、障
が
い
、就
職
、債
務
整
理
、

相
続
・
相
続
税
、
依
存
問
題
な
ど　

※

都
合
に
よ
り
、
中
止
と
な
る
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
変
化
に
気
づ
く

　

家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
づ
い
て

声
を
か
け
る
。

②
じ
っ
く
り
と
耳
を
傾
け
る

　

本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
話
に
耳

を
傾
け
る
。

③
支
援
先
に
つ
な
げ
る

　

早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ
う

促
す
。

④
温
か
く
見
守
る

　

温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、
じ
っ

く
り
と
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ

き
、
声
を
か
け
、
話
を
き
き
、
必
要

な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
人
で
あ

る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
５
人
以
上
集
ま
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
日
時
・
場
所
は
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
図
書
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
ま
す
。

期
間　

９
月
27
日
（
日
）
ま
で

　
　
　

※

月
曜
日
休
室

場
所　

紀
伊
長
島
図
書
室

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
福
祉
保
健
課
地
域
保
健
係

℡（
46
）
３
１
２
２

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

福
祉
保
健
係

℡（
32
）
３
９
０
４

あ
な
た
と
た
い
せ
つ
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に

一
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

く
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
総
合
相
談
会

（
無
料
・
予
約
不
要
・
秘
密
厳
守
）

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座

私
に
も
、
あ
な
た
に
も
で
き
る

自
殺
予
防
の
た
め
の
４
つ
の
行
動

図
書
室
で
の
展
示
と

関
係
図
書
の
紹
介

自殺予防週間 / ９月 10 日（木）～ 16 日（水）

こころの健康相談統一ダイヤル

ＳＮＳ相談事業

よりそいホットライン（24時間対応）
一般的な生活上の悩みをはじめ、生活困窮者などに対する総合的な相談窓口です。

支援情報検索サイト

０５７０-０６４-５５６（無料）
おこなおう　  まもろうよ　   こころ

０12０-279 -338（無料）
フリーダイヤル　つなぐ　 ささえる

０3-3868 -3811
 FAX で相談の方

厚生労働省　ＳＮＳ相談

支援情報検索サイト
電話、メール、ＳＮＳなどさまざまな方法の相談窓口をご紹介しています。

一人で悩んでいるより、

誰かに相談にのって

もらおうかな
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Topics まちの話題

部活動壮行会

　中学校体育連盟郡市大会に向けて部活動の壮行会が行われました。3 年生は中学校最後の試合に向けて意気込みを語って

いました。※中学校体育連盟郡市大会は、新型コロナウイルス感染症の影響により中止となりました。

7/20　三船中学校

太鼓練習

　秋の行事での発表に向けて、講師を招いて太鼓の練習が行われました。

8/3　赤羽中学校



夕涼み会

　６年生を対象に例年開催のキャンプに代わり夕涼み会が行われ、キャンプファイヤーやスイカ割りなどを楽しみました。

８/７　西小学校

広報きほく2020年9月号 18

稲刈り

　例年より少し早く稲刈りが始まりました。島原地区や中

里地区では炎天下の中、今年の出来栄えを確かめながら新

米を収穫していました。

８/9　町内各地

鈴虫配布

　毎年実施している鈴虫の無料配布が行われ、受け取った子

どもたちはうれしそうに容器をのぞき込んでいました。

８/11　東長島公民館
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今月号の表紙について 広報きほく 9 月号

33vol.vol.

いきいき子ども学園

（フォトフレームづくり）

　紀伊長島いきいき子ども学園

でビーチグラスや貝殻を使った

フォトフレームづくりが開催さ

れました。それぞれ自由に飾り

つけをし、お気に入りのフォト

フレームに仕上げていました。

水産コラム Fisheries column

　カツオは、春先に餌が豊富な三陸沖まで北上し、秋に

脂を蓄えて南下する回遊魚で、主に一本釣りや、ケンケ

ン（曳き縄漁業）で漁獲されます。

　全国でも有数のカツオ漁獲量を誇る紀北町には、県下

最多の５隻の中型カツオ船があり、２月～12月ごろまでカ

ツオを追って日本の海を南から北まで航海しています。

　カツオはとれる時期により、呼び方や味が異なります。

　春から初夏にとれる「初ガツオ」は赤身に透明感があ

り、さっぱりした味わいで、秋にとれる「戻りガツオ」

はもちもちした食感で脂が濃厚です。

　また、５月ごろ近

海でとれる「日帰り

ガツオ」は、釣った

その日に水揚げされ

るため、鮮度抜群で

す。町内では、船だ

んじりや相賀八幡祭

など、カツオにちな

んだ祭りが行われて

いて、町民の暮らし

に深く根付いている

魚です。

カツオ
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令
和
元
年
度
の
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況
は
、
左

記
の
と
お
り
で
す
。

情
報
公
開
制
度

受
付
件
数　

２
７
４
件

全
部
開
示　

２
５
４
件

部
分
開
示　
　
　

９
件

不
存
在　
　
　
　

11
件

※

町
長
部
局
、
教
育
委
員
会
、
選
挙

管
理
委
員
会
、
公
営
企
業
を
含
み
ま

す
。
な
お
、
主
な
請
求
内
容
は
、
工

事
設
計
書
に
関
す
る
文
書
で
し
た
。

※

情
報
公
開
制
度
に
係
る
、
開
示
決

定
に
対
す
る
審
査
請
求
が
１
件
あ
り

ま
し
た
。

個
人
情
報
の
開
示
請
求

受
付
件
数　
　
　

２
件

全
部
開
示　
　
　

２
件

※

町
長
部
局
の
数
字
で
す
。
他
の
実

施
機
関
に
対
す
る
請
求
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
総
務
課
文
書
係

℡（
46
）
３
１
１
１

　

10
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
証
が
変

わ
り
ま
す
。

　

現
在
お
使
い
の
保
険
証
は
10
月
１

日
（
木
）
か
ら
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
９
月
下
旬
ご

ろ
に
各
家
庭
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、

誤
り
が
あ
る
場
合
は
住
民
課
ま
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
使
用
で

き
な
く
な
っ
た
保
険
証
は
、
各
家
庭

で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
が
９
月

末
か
ら
７
月
末
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

来
年
度
か
ら
、
保
険
証
と
高
齢
受

給
者
証
（
70
歳
以
上
の
方
に
交
付
）

の
一
体
化
を
予
定
し
て
い
る
た
め
、

今
回
か
ら
保
険
証
の
有
効
期
限
を
高

齢
受
給
者
証
の
更
新
時
期
と
合
わ
せ
、

７
月
末
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
に

は
、
住
民
課
窓
口
ま
で
届
け
出
が
必

要
で
す
。

◆
14
日
以
内
に
必
ず
届
け
出
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

【
加
入
の
届
け
出
】

〇
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
と

き〇
退
職
な
ど
で
職
場
の
健
康
保
険
を

脱
退
し
た
と
き

【
脱
退
の
届
け
出
】

〇
他
の
市
区
町
村
に
転
出
す
る
と
き

〇
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と

き

※

医
療
機
関
に
も
届
け
出
を

　

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
種
類

が
変
わ
っ
た
ら
、
新
し
い
健
康
保
険

の
資
格
を
取
得
し
た
日
以
降
に
診
療

を
受
け
た
医
療
機
関
に
、
保
険
証
が

変
わ
っ
た
こ
と
を
必
ず
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
住
民
課
国
保
・
年
金
係

℡（
46
）
３
１
１
７

海
山
総
合
支
所
住
民
室

国
保
・
年
金
係

℡（
32
）
３
９
０
２

　

平
成
30
年
６
月
13
日
、
民
法
の
成

年
年
齢
を
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下

げ
る
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る
民
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
成
立
し

ま
し
た
。

　

民
法
の
改
正
に
伴
い
成
年
年
齢
が

18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
２
０
２
２

年
度
以
降
に
つ
い
て
も
当
該
年
度
に

20
歳
に
な
る
方
を
対
象
と
し
て
、『
成

人
式
』
を
『
二
十
歳
の
つ
ど
い
』
に

名
称
を
改
め
開
催
し
ま
す
。

　

社
会
を
担
う
立
場
と
な
っ
た
２
年

目
の
自
覚
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
ふ

る
さ
と
「
紀
北
町
」
へ
の
関
心
を
同

世
代
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
深
め
る
機

会
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

『
成
人
式
』
を
『
二
十
歳
の
つ
ど
い
』

と
す
る
理
由

〇『
成
人
式
』
と
す
る
と
18
歳
で
の
実

施
が
前
提
と
な
り
ま
す
が
、
18
歳
は

大
学
入
試
や
就
職
活
動
の
さ
な
か
に

あ
り
、
時
間
的
に
も
費
用
的
に
も
新

成
人
、
保
護
者
の
負
担
が
重
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

〇
民
法
の
成
年
年
齢
が
18
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
る
２
０
２
２
年
度
以
降
も
、

飲
酒
、
喫
煙
、
国
民
年
金
の
被
保
険

者
資
格
な
ど
に
つ
い
て
は
今
ま
で
ど

お
り
に
20
歳
以
上
の
ま
ま
に
な
る
。

　

９
月
は
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
10
の
基
本

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

対
象　

町
内
在
住
、
ま
た
は
町
内
に

勤
務
し
て
い
る
方

募
集
期
間　

９
月
１
日
（
火
）
〜
11
日
（
金
）

講
座
内
容　

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
10
や
フ
ァ

イ
ル
の
基
本
的
な
操
作
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
見
る
方
法
な
ど

開
催
日　

次
の
う
ち
希
望
す
る
日
と

時
間
を
選
ん
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
各
回
と
も
同
じ
内
容
で
２
時
間

の
講
座
に
な
り
ま
す
。

東
長
島
公
民
館

９
月
16
日
（
水
）、
19
日
（
土
）

紀
北
町
学
習
セ
ン
タ
ー

９
月
23
日
（
水
）、
26
日
（
土
）

開
催
時
間

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

受
講
料　

５
０
０
円

※

受
講
当
日
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

定
員　

各
回
４
名
（
先
着
順
）

申
し
込
み
方
法　

紀
北
町
学
習
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
教
育
委
員
会
本
庁
生
涯

　

令
和
元
年
度
の
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況
は
、
左

記
の
と
お
り
で
す
。

情
報
公
開
制
度

受
付
件
数　

２
７
４
件

全
部
開
示　

２
５
４
件

部
分
開
示　
　
　

９
件

不
存
在　
　
　
　

11
件

※

町
長
部
局
、
教
育
委
員
会
、
選
挙

管
理
委
員
会
、
公
営
企
業
を
含
み
ま

す
。
な
お
、
主
な
請
求
内
容
は
、
工

事
設
計
書
に
関
す
る
文
書
で
し
た
。

※

情
報
公
開
制
度
に
係
る
、
開
示
決

定
に
対
す
る
審
査
請
求
が
１
件
あ
り

ま
し
た
。

個
人
情
報
の
開
示
請
求

受
付
件
数　
　
　

２
件

全
部
開
示　
　
　

２
件

※

町
長
部
局
の
数
字
で
す
。
他
の
実

施
機
関
に
対
す
る
請
求
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
総
務
課
文
書
係

℡（
46
）
３
１
１
１

　

10
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
証
が
変

わ
り
ま
す
。

　

現
在
お
使
い
の
保
険
証
は
10
月
１

日
（
木
）
か
ら
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
９
月
下
旬
ご

ろ
に
各
家
庭
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、

誤
り
が
あ
る
場
合
は
住
民
課
ま
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
使
用
で

き
な
く
な
っ
た
保
険
証
は
、
各
家
庭

で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
が
９
月

末
か
ら
７
月
末
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

来
年
度
か
ら
、
保
険
証
と
高
齢
受

給
者
証
（
70
歳
以
上
の
方
に
交
付
）

の
一
体
化
を
予
定
し
て
い
る
た
め
、

今
回
か
ら
保
険
証
の
有
効
期
限
を
高

齢
受
給
者
証
の
更
新
時
期
と
合
わ
せ
、

７
月
末
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
に

は
、
住
民
課
窓
口
ま
で
届
け
出
が
必

要
で
す
。

◆
14
日
以
内
に
必
ず
届
け
出
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

【
加
入
の
届
け
出
】

〇
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
と

き〇
退
職
な
ど
で
職
場
の
健
康
保
険
を

脱
退
し
た
と
き

【
脱
退
の
届
け
出
】

〇
他
の
市
区
町
村
に
転
出
す
る
と
き

〇
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と

き

※

医
療
機
関
に
も
届
け
出
を

　

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
種
類

が
変
わ
っ
た
ら
、
新
し
い
健
康
保
険

の
資
格
を
取
得
し
た
日
以
降
に
診
療

を
受
け
た
医
療
機
関
に
、
保
険
証
が

変
わ
っ
た
こ
と
を
必
ず
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
住
民
課
国
保
・
年
金
係

℡（
46
）
３
１
１
７

海
山
総
合
支
所
住
民
室

国
保
・
年
金
係

℡（
32
）
３
９
０
２

　

平
成
30
年
６
月
13
日
、
民
法
の
成

年
年
齢
を
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下

げ
る
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る
民
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
成
立
し

ま
し
た
。

　

民
法
の
改
正
に
伴
い
成
年
年
齢
が

18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
２
０
２
２

年
度
以
降
に
つ
い
て
も
当
該
年
度
に

20
歳
に
な
る
方
を
対
象
と
し
て
、『
成

人
式
』
を
『
二
十
歳
の
つ
ど
い
』
に

名
称
を
改
め
開
催
し
ま
す
。

　

社
会
を
担
う
立
場
と
な
っ
た
２
年

目
の
自
覚
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
ふ

る
さ
と
「
紀
北
町
」
へ
の
関
心
を
同

世
代
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
深
め
る
機

会
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

『
成
人
式
』
を
『
二
十
歳
の
つ
ど
い
』

と
す
る
理
由

〇『
成
人
式
』
と
す
る
と
18
歳
で
の
実

施
が
前
提
と
な
り
ま
す
が
、
18
歳
は

大
学
入
試
や
就
職
活
動
の
さ
な
か
に

あ
り
、
時
間
的
に
も
費
用
的
に
も
新

成
人
、
保
護
者
の
負
担
が
重
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

〇
民
法
の
成
年
年
齢
が
18
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
る
２
０
２
２
年
度
以
降
も
、

飲
酒
、
喫
煙
、
国
民
年
金
の
被
保
険

者
資
格
な
ど
に
つ
い
て
は
今
ま
で
ど

お
り
に
20
歳
以
上
の
ま
ま
に
な
る
。

　

９
月
は
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
10
の
基
本

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

対
象　

町
内
在
住
、
ま
た
は
町
内
に

勤
務
し
て
い
る
方

募
集
期
間　

９
月
１
日
（
火
）
〜
11
日
（
金
）

講
座
内
容　

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
10
や
フ
ァ

イ
ル
の
基
本
的
な
操
作
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
見
る
方
法
な
ど

開
催
日　

次
の
う
ち
希
望
す
る
日
と

時
間
を
選
ん
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
各
回
と
も
同
じ
内
容
で
２
時
間

の
講
座
に
な
り
ま
す
。

東
長
島
公
民
館

９
月
16
日
（
水
）、
19
日
（
土
）

紀
北
町
学
習
セ
ン
タ
ー

９
月
23
日
（
水
）、
26
日
（
土
）

開
催
時
間

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

受
講
料　

５
０
０
円

※

受
講
当
日
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

定
員　

各
回
４
名
（
先
着
順
）

申
し
込
み
方
法　

紀
北
町
学
習
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
教
育
委
員
会
本
庁
生
涯

総
務
課

情
報
公
開
の

実
施
状
況
に
つ
い
て

生
涯
学
習
課

２
０
２
２
年
度
か
ら

『
二
十
歳
の
つ
ど
い
』
へ

住
民
課

国
民
健
康
保
険

保
険
証
の
更
新
と

有
効
期
限
変
更
に
つ
い
て

パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
生
募
集
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学
習
課
へ
、
電
話
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課

社
会
教
育
係

℡（
46
）
３
１
２
５

紀
北
町
学
習
セ
ン
タ
ー

（
パ
ソ
コ
ン
教
室
）

℡（
33
）
０
０
２
５

　

紀
北
町
で
は
、
三
重
働
き
方
改
革

推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
雇
用

調
整
助
成
金
の
申
請
で
の
お
困
り
事
、

労
務
全
般
に
関
す
る
疑
問
な
ど
に
つ

い
て
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
無
料

相
談
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

９
月
28
日
（
月
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

相
談
時
間

１
人
当
た
り
45
分
程
度

会
場

紀
北
町
役
場
２
階
２
０
１
会
議
室

※

マ
ス
ク
着
用
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法

　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
「
三
重
働

き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
」
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

℡
０
１
２
０
（
１
１
１
）
４
１
７

FAX 

０
５
９
（
９
９
３
）
０
８
０
１

※

ご
予
約
い
た
だ
い
た
方
が
優
先
と

な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
商
工
観
光
課
商
工
係

℡（
46
）
３
１
１
５

　

町
営
住
宅
の
入
居
希
望
者
を
募
集

し
ま
す
。
応
募
基
準
な
ど
は
次
の
と

お
り
で
す
。

応
募
期
間　

随
時

応
募
基
準

①
申
し
込
み
時
点
で
、
紀
北
町
内
に

住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
方

②
同
居
し
て
い
る
親
族
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方

※

申
し
込
み
時
点
で
60
歳
以
上
の
方

ま
た
は
身
体
障
が
い
者
そ
の
他
の
特

に
居
住
の
安
定
を
図
る
必
要
が
あ
る

方
は
単
身
入
居
可
能

③
基
準
収
入
月
額
１
５
８
，
０
０
０

円
以
下
（
裁
量
階
層
に
該
当
す
る
場

合
２
１
４
，
０
０
０
円
以
下
）

※

基
準
収
入
月
額
と
は
、
入
居
者
お

よ
び
同
居
者
の
過
去
１
年
間
の
所
得

か
ら
対
象
と
な
る
控
除
額
を
差
し
引

き
、
12
で
除
し
た
額
を
い
い
ま
す
。

④
町
（
市
・
村
）
税
・
国
民
健
康
保
険

料
（
税
）・
水
道
料
を
滞
納
し
て
い
な

い
方
お
よ
び
持
ち
家
が
な
い
方

⑤
入
居
申
込
者
（
同
居
者
含
む
）
が

暴
力
団
員
で
あ
る
と
き
は
申
し
込
み

で
き
ま
せ
ん
。

※

先
着
順
で
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

※

収
入
に
よ
っ
て
家
賃
が
変
わ
り
ま

す
。

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

募
集
団
地
／
間
取
り
／
家
賃
（
月
額
）

●
あ
け
ぼ
の
団
地
Ｂ
棟
（
相
賀
）

○
1
戸
（
4
階
：
3
D
K
） 

１
２
，
１
0
0
円
〜

　
　
　
　
　
　
　

  
１
８
，
１
0
0
円

●
矢
口
白
越
団
地
（
矢
口
浦
）

○
3
戸
（
1
階
・
3
階
：
3
D
K
）

１
５
，
６
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　

  

２
３
，
２
０
０
円

●
前
桂
団
地
（
船
津
）

○
2
戸
（
1
階
：
3
D
K
）

１
７
，
０
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　

  

２
５
，
４
０
０
円

○
1
戸
（
1
階
：
3
D
K
）

２
０
，
８
0
0
円
〜

　
　
　
　
　
　
　

  

３
０
，
９
0
0
円

●
長
浜
輪
戸
団
地
（
引
本
浦
）

○
1
戸
（
1
階
：
3
D
K
）

２
１
，
９
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　

  

３
２
，
６
０
０
円

●
志
子
団
地
（
島
原
）

○
1
戸
（
2
階
：
3
D
K
）

１
７
，
６
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　

  

２
６
，
２
０
０
円

●
志
子
第
2
団
地
（
島
原
）

○
1
戸
（
3
階
：
2
L
D
K
）

２
２
，
６
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　

  

３
３
，
７
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

本
庁
建
設
課
管
理
係

℡（
46
）
３
１
２
０

海
山
総
合
支
所
産
業
建
設
室
土
木
係

℡（
32
）
３
９
０
３

職
種　

社
会
福
祉
士
、
保
健
師
ま
た

は
看
護
師
（
以
下
、「
社
会
福
祉
士
な

ど
」
と
い
う
。）

採
用
予
定
人
員　

１
名

業
務
内
容

　

紀
北
広
域
連
合
お
よ
び
尾
鷲
総
合

病
院
内
在
宅
医
療
介
護
連
携
支
援
セ

ン
タ
ー
に
て
、
医
療
・
介
護
関
係
者

な
ど
の
連
携
支
援
、
在
宅
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
業
務
な

ど
。

応
募
資
格

〇
尾
鷲
市
ま
た
は
紀
北
町
に
居
住
し
、

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
持
っ
て
い

る
方
お
よ
び
、
地
方
公
務
員
法
第
16

条
に
規
定
さ
れ
る
欠
格
条
項
に
該
当

し
な
い
方

〇
社
会
福
祉
士
な
ど
の
資
格
を
有
す

る
方
（
年
齢
不
問
）

任
用
期
間　

10
月
１
日
〜
令
和
３
年
３
月
31
日

受
付
期
間　

９
月
１
日
（
火
）
〜
18
日
（
金
）

午
後
５
時

提
出
書
類

①
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
自
筆
、

写
真
貼
付
）

②
運
転
免
許
証
の
写
し

③
社
会
福
祉
士
な
ど
の
資
格
免
状
の

写
し

書
類
提
出
先

紀
北
広
域
連
合
介
護
保
険
セ
ン
タ
ー

内　

総
務
企
画
係

商
工
観
光
課

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

個
別
無
料
相
談
開
催
の
お
し
ら
せ

建
設
課

町
営
住
宅
入
居
希
望
者
募
集

紀
北
広
域
連
合

紀
北
広
域
連
合

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集
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試
験
日
時
お
よ
び
場
所

９
月
25
日
（
金
）
午
前
９
時
30
分
〜

紀
北
広
域
連
合
介
護
保
険
セ
ン
タ
ー

２
階

試
験
内
容

面
接
試
験
、
作
文
試
験
（
８
０
０
字

以
内
）

休
日　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
（
勤
務

の
都
合
に
よ
り
時
間
外
勤
務
あ
り
）

報
酬　

月
額
１
６
２
，
０
０
０
円
〜

１
７
６
，
３
２
３
円
（
資
格
要
件
に

よ
り
変
動
）

※

そ
の
他
の
条
件
な
ど
は
、
紀
北
広

域
連
合
会
計
年
度
任
用
職
員
に
関
す

る
条
例
お
よ
び
規
則
に
よ
る
。

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
北
広
域
連
合
総
務
企
画
係

℡（
35
）
０
８
８
８

　

尾
鷲
保
健
所
で
は
、
こ
こ
ろ
の
健

康
に
関
す
る
悩
み
を
持
つ
方
や
家
族

の
方
を
対
象
に
、
精
神
科
医
師
に
よ

る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
安
心
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

感
染
症
予
防
の
た
め
、
当
日
は
マ

ス
ク
を
着
用
し
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

相
談
前
に
検
温
、
手
指
消
毒
な
ど
を

お
願
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

９
月
18
日
（
金
）

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所

三
重
県
尾
鷲
庁
舎
１
階
母
子
室

相
談
員　

精
神
科
医
師　

相
談
料　

無
料　

申
し
込
み　

要
電
話
予
約

※

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
お
断
り

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　

９
月
11
日
（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

尾
鷲
保
健
所
健
康
増
進
課

℡（
23
）
３
４
２
８

　

介
護
未
経
験
者
が
介
護
に
関
す
る

基
本
的
な
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
、

介
護
の
業
務
に
携
わ
る
上
で
の
不
安

を
払
拭
す
る
こ
と
に
よ
り
介
護
分
野

へ
の
参
入
の
き
っ
か
け
を
作
り
、
多

様
な
人
材
の
参
入
を
促
進
す
る
た
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
け
て
い
た
だ

く
形
式
の
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

※

本
研
修
に
あ
た
っ
て
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
パ
ソ
コ
ン
が
必

要
で
す
。

①
介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修

（
W
e
b
研
修
）

受
講
対
象

介
護
未
経
験
者
で
介
護
を
学
ぶ
意
欲

を
お
持
ち
の
方

受
講
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
る
講
義

（
各
科
目
終
了
後
レ
ポ
ー
ト
提
出
）

受
講
期
間　

２
週
間

申
込
期
間　

９
月
１
日
（
火
）
〜

　
　
　
　

  

令
和
３
年
２
月
５
日
（
金
）

受
講
料　

無
料

定
員　

１
５
０
名

※
研
修
修
了
後
、
三
重
県
知
事
名
の

修
了
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

※

入
門
的
研
修
修
了
者
に
つ
い
て
は
、

介
護
職
員
初
任
者
研
修
お
よ
び
生
活

援
助
研
修
を
一
部
短
縮
で
き
ま
す
。

②
介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修

（
テ
ー
マ
別
研
修
）

申
込
主
体

企
業
、
学
校
法
人
、
そ
の
他
団
体
な

ど受
講
者　

介
護
未
経
験
者
で
介
護
を

学
ぶ
意
欲
を
お
持
ち
の
方

（
最
低
受
講
人
数
５
名
）

内
容　

基
礎
コ
ー
ス
、
テ
ー
マ
別
コ
ー

ス

※

基
礎
コ
ー
ス
（
基
礎
講
座
）
の
修

了
者
に
は
、
三
重
県
知
事
名
の
修
了

証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

受
講
料　

無
料

申
込
期
間　

９
月
１
日
（
火
）
〜

　
　
　
　

  

令
和
３
年
２
月
12
日
（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
】

（
福
）
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会　

三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
９
（
２
２
７
）
５
１
６
０

　

三
重
県
で
は
、
若
者
の
県
内
定
着

を
促
進
す
る
た
め
、「
過
疎
地
域
な
ど

指
定
地
域
へ
の
居
住
」
や
「
県
内
で

の
居
住
お
よ
び
県
内
産
業
へ
の
就
業
」

な
ど
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
、
大

学
生
な
ど
の
奨
学
金
返
還
額
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

　

応
募
資
格
な
ど
詳
細
は
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
、「
三
重
県
奨
学
金
支
援
」

で
検
索
）

募
集
期
間　

令
和
３
年
１
月
29
日（
金
）

ま
で
（
消
印
有
効
）

募
集
人
数　

40
人

助
成
金
額

◆
学
生…

在
学
中
に
借
り
受
け
予
定

の
奨
学
金
総
額
の
４
分
の
１

（
上
限
１
０
０
万
円
）

◆
既
卒
者…

認
定
時
点
の
奨
学
金
借

入
残
額
の
４
分
の
１

（
上
限
１
０
０
万
円
）

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
県
戦
略
企
画
総
務
課

℡
０
５
９
（
２
２
４
）
２
０
０
９

試
験
日
時
お
よ
び
場
所

９
月
25
日
（
金
）
午
前
９
時
30
分
〜

紀
北
広
域
連
合
介
護
保
険
セ
ン
タ
ー

２
階

試
験
内
容

面
接
試
験
、
作
文
試
験
（
８
０
０
字

以
内
）

休
日　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
（
勤
務

の
都
合
に
よ
り
時
間
外
勤
務
あ
り
）

報
酬　

月
額
１
６
２
，
０
０
０
円
〜

１
７
６
，
３
２
３
円
（
資
格
要
件
に

よ
り
変
動
）

※

そ
の
他
の
条
件
な
ど
は
、
紀
北
広

域
連
合
会
計
年
度
任
用
職
員
に
関
す

る
条
例
お
よ
び
規
則
に
よ
る
。

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
北
広
域
連
合
総
務
企
画
係

℡（
35
）
０
８
８
８

　

尾
鷲
保
健
所
で
は
、
こ
こ
ろ
の
健

康
に
関
す
る
悩
み
を
持
つ
方
や
家
族

の
方
を
対
象
に
、
精
神
科
医
師
に
よ

る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
安
心
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

感
染
症
予
防
の
た
め
、
当
日
は
マ

ス
ク
を
着
用
し
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

相
談
前
に
検
温
、
手
指
消
毒
な
ど
を

お
願
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

９
月
18
日
（
金
）

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所

三
重
県
尾
鷲
庁
舎
１
階
母
子
室

相
談
員　

精
神
科
医
師　

相
談
料　

無
料　

申
し
込
み　

要
電
話
予
約

※

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
お
断
り

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　

９
月
11
日
（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

尾
鷲
保
健
所
健
康
増
進
課

℡（
23
）
３
４
２
８

　

介
護
未
経
験
者
が
介
護
に
関
す
る

基
本
的
な
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
、

介
護
の
業
務
に
携
わ
る
上
で
の
不
安

を
払
拭
す
る
こ
と
に
よ
り
介
護
分
野

へ
の
参
入
の
き
っ
か
け
を
作
り
、
多

様
な
人
材
の
参
入
を
促
進
す
る
た
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
け
て
い
た
だ

く
形
式
の
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

※

本
研
修
に
あ
た
っ
て
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
パ
ソ
コ
ン
が
必

要
で
す
。

①
介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修

（
W
e
b
研
修
）

受
講
対
象

介
護
未
経
験
者
で
介
護
を
学
ぶ
意
欲

を
お
持
ち
の
方

受
講
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
る
講
義

（
各
科
目
終
了
後
レ
ポ
ー
ト
提
出
）

受
講
期
間　

２
週
間

申
込
期
間　

９
月
１
日
（
火
）
〜

　
　
　
　

  

令
和
３
年
２
月
５
日
（
金
）

受
講
料　

無
料

定
員　

１
５
０
名

※
研
修
修
了
後
、
三
重
県
知
事
名
の

修
了
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

※

入
門
的
研
修
修
了
者
に
つ
い
て
は
、

介
護
職
員
初
任
者
研
修
お
よ
び
生
活

援
助
研
修
を
一
部
短
縮
で
き
ま
す
。

②
介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修

（
テ
ー
マ
別
研
修
）

申
込
主
体

企
業
、
学
校
法
人
、
そ
の
他
団
体
な

ど受
講
者　

介
護
未
経
験
者
で
介
護
を

学
ぶ
意
欲
を
お
持
ち
の
方

（
最
低
受
講
人
数
５
名
）

内
容　

基
礎
コ
ー
ス
、
テ
ー
マ
別
コ
ー

ス

※

基
礎
コ
ー
ス
（
基
礎
講
座
）
の
修

了
者
に
は
、
三
重
県
知
事
名
の
修
了

証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

受
講
料　

無
料

申
込
期
間　

９
月
１
日
（
火
）
〜

　
　
　
　

  

令
和
３
年
２
月
12
日
（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
】

（
福
）
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会　

三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
９
（
２
２
７
）
５
１
６
０

　

三
重
県
で
は
、
若
者
の
県
内
定
着

を
促
進
す
る
た
め
、「
過
疎
地
域
な
ど

指
定
地
域
へ
の
居
住
」
や
「
県
内
で

の
居
住
お
よ
び
県
内
産
業
へ
の
就
業
」

な
ど
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
、
大

学
生
な
ど
の
奨
学
金
返
還
額
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

　

応
募
資
格
な
ど
詳
細
は
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
、「
三
重
県
奨
学
金
支
援
」

で
検
索
）

募
集
期
間　

令
和
３
年
１
月
29
日（
金
）

ま
で
（
消
印
有
効
）

募
集
人
数　

40
人

助
成
金
額

◆
学
生…

在
学
中
に
借
り
受
け
予
定

の
奨
学
金
総
額
の
４
分
の
１

（
上
限
１
０
０
万
円
）

◆
既
卒
者…

認
定
時
点
の
奨
学
金
借

入
残
額
の
４
分
の
１

（
上
限
１
０
０
万
円
）

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
県
戦
略
企
画
総
務
課

℡
０
５
９
（
２
２
４
）
２
０
０
９

尾
鷲
保
健
所

精
神
科
医
師
に
よ
る

『
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
』

三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

『
介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修
』

開
催
の
お
し
ら
せ　

三
重
県
戦
略
企
画
部

大
学
生
等
奨
学
金
返
還
支
援
事
業

助
成
金
の
募
集
の
お
し
ら
せ

ふ
っ
し
ょ
く

有
料
広
告

ふるさとで語り継がれてきたお話を本にしました。

ふるさとのむかしの話
紀伊長島地区の生活の記録
海と山のくらしの香りを感じる一冊

いつか来る東南海地震
前回を知る 30 人の貴重な証言集

500 円

500 円

取扱所 紀北町観光サービスセンター　

中村書店　

℡0597(46)3555

℡0597(47)3311

問い合わせ 紀伊長島ふるさと懇話会 ℡090-2611-6117

した。

00 円

0 円

3555

昭和 19 年 昭和東南海地震津波の記録
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9 月の新刊案内図書室だより

児童図書室から 紀伊長島図書室から

「  オフマイク 」

「図書名」/著者名

■一般図書

「小説伊勢物語 業平」/ 髙樹のぶ子
「おいしくて泣くとき」/ 森沢明夫
「チーム・オベリベリ」/ 乃南アサ
「一人称単数」/ 村上春樹
「不良」/ 北野武
「首里の馬」/ 高山羽根子
「破局」/ 遠野遥
「少年と犬」/ 馳星周
「サキの忘れ物」/ 津村記久子
「人は、なぜ他人を許せないの
か？」/ 中野信子
「ほんとうのリーダーのみつけか
た」/ 梨木香歩
「白人ナショナリズム アメリカを
揺るがす『文化的反動』」/ 渡辺靖
「なぜ僕らは働くのか 君が幸せに
なるために考えてほしい大切なこ
と」/佳奈　池上彰

今野敏

「キャベたまたんてい 
こふん時代へ
タイムスリップ」

「図書名」/著者名

■児童図書
「タコとイカはどうちがう？」
　　　　　　　　　　　 /峯水亮
「こぐまのカブ おつかいへ」
　　　　　　　　　　 /牛窪良太 
「ムーンヒルズ魔法宝石店 (4) 魔
法の絵筆としあわせの呪文」
　　　　　　　 /あんびるやすこ
「魔女のうらないグミ」
　　　　　　　　　 /草野あきこ
「ジュニア空想科学読本 20」
　　　　　　　　　/柳田理科雄
「水族館のサバイバル 1」
　　　　　　　　 /ゴムドリ co.
★かりた本は必ず返してくださ
い。☆9月はお月見や敬老の日な
どをテーマにした展示を行います。

三田村信行

「純喫茶パオーン」

「図書名」/著者名

■一般図書

「四畳半タイムマシンブルース」

　　　　　　　　　 /森見登美彦

「うるはしみにくし あなたのとも

だち」/澤村伊智

「開戦と終戦をアメリカに発した

男 戦時外交官加瀬俊一秘録」

　　　　　　　　　　 /福井雄三

「アウトドアテクニック図鑑」

　　　　　　　　　　　/寒川一 

「甘くない、おそうざいスイーツ」

　　　　　　　/アップルミンツ

■児童図書

「ないものねだりの君に光の花束

を」 /汐見夏衛

「四つ子ぐらし（6）夏のキャン

プは恋の予感」 /ひのひまり

「マインクラフト ジ・エンドの詩」

　   /キャサリン・M・ヴァレンテ

「かくれているよ海のなか」

　　　 /高久至　かんちくたかこ

椰月美智子

KIHOKU TOWN LIBRARY

●児童図書室
【開室時間】午前９時～午後５時　※正午～午後１時閉室
【休室日】月曜日、祝日、年末年始（12月29日～翌年1月 3日）

●紀伊長島図書室
【開室時間】火～金曜日 /午前９時～午後６時　
土・日曜日 /午前９時～午後５時　※正午～午後１時閉室
【休室日】月曜日、祝日、年末年始（12月29日～翌年1月 3日）

※返却期間を過ぎている本をお持ちの方は、返却をお願いします。
【問い合わせ】　児童図書室　℡33- 0025　紀伊長島図書室　℡47- 3906

　紀北町町民センターの閉館に伴い、『海山図書室』は休室していますが、一般図書の新刊・準新刊につ
いては、児童図書室で貸し出し・返却を行っています。

９月12日（土）
午前10時30分～

えほんのよみきかせと、幼児
向けの工作あそびをします。

「よみきかせの会」
（児童図書室）
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けんこうの広場

けんこうの広場に関する問い合わせ、申し込みは本庁福祉保健課地域保健係（℡46-3122）
または海山総合支所福祉環境室福祉保健係（℡32-3904）までお願いします。

紀北医師会休日診療当番表

受診希望の方は、事前に電話でご連絡ください。
診療時間　午前９時～午後５時
※日程や時間は変更がある場合がありますのでご注意ください。

【紀北医師会ホームページ】

http://kihoku-med.or.jp/

◆ 救急医療情報システム ℡ 059-229-1199

※上記以外は、尾鷲総合病院で対応します。

か と う 小 児 科
日

月・祝

9/6

9/21

月日 曜日 紀　　北

47-3341

電　　話

検（健）診などのおしらせ

場所 申し込み日時事業名

すくすく子育て相談

離乳食教室

9 月 16 日（水）
午前 10 時～ 11 時

9 月 30 日（水）
午後１時 30 分
～ 2 時 30 分

東長島公民館

老人福祉センター

備考

電話でお申し込みください。

子育てに関する各種相談、
身体計測
持ち物：母子健康手帳

　
「
糖
尿
病
」「
が
ん
」「
心
臓
病
」「
脳

卒
中
」
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
死

亡
原
因
の
多
く
を
占
め
、
要
介
護
の

原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。「
今
は
元

気
で
ど
こ
も
悪
く
な
い
、
自
分
は
大

丈
夫
！
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

こ
れ
と
い
っ
た
自
覚
症
状
が
な
い

時
か
ら
、
健
康
づ
く
り
を
行
う
こ
と

で
、
将
来
の
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
健
康
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
①

　

今
よ
り
プ
ラ
ス
10
分
、
体
を
動
か

し
ま
し
ょ
う
。

●
健
康
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
②

　

塩
分
を
減
ら
し
、
野
菜
料
理
を
あ

と
一
皿
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

　
●
健
康
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
③

　

た
ば
こ
を
吸
う
方
は
禁
煙
を
！

　

た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
方
は
受
動
喫

煙
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

９
月
は
「
健
康
増
進

　
　

普
及
月
間
」
で
す
！

ち
ょ
い
減
ら
し
＋
10
よ
り

〝
ち
ょ
い
と
〞い
い
話

　

今
回
は
「
調
味
料
」
編
で
す
。

　

ふ
だ
ん
よ
く
使
う
調
味
料
の
塩
分

量
を
覚
え
て
、
減
塩
生
活
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
ょ
う
！

●  塩分量ランキング
　                         大さじ１杯あたりの塩分量（g）

【１日の塩分摂取目標量】
〇 成人男性　7.5ｇ未満
〇 成人女性　6.5ｇ未満
（食事摂取基準2020版より）

プ
ラ
ス
・
テ
ン

9 月 23 日
（水）まで
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戸籍の窓
【令和２年7月１日～ 31日受付分】

（敬称略）
本人または、親族の方の了承を得て掲載しています。

【
令
和
２
年
７
月
１
日
〜
31
日
受
付
分
】

善
意
を
あ
り
が
と
う

〜
紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〜

（
敬
称
略
）

小　

浦　

植
村　

知
弘　
　
　

 

二
万
円

東
長
島　

長
井　

芳
幸　
　

 

介
護
用
品

小　

浦　

植
村　

知
弘　
　
　

 

二
万
円

東
長
島　

長
井　

芳
幸　
　

 

介
護
用
品

　弁護士による無料法律相談を次のとおり２会

場にて開催します。困り事、争い事の法律的な

ご相談をお受けします。秘密は厳守します。お

気軽にご相談ください。

※相談時間は１名30 分以内で、定員は各場所５

名です。相談を希望される方は、前日までにご

予約をお願いします。

※同一内容での相談は原則 1回限りです。

※キャンセルされる場合は前日までにご連絡く

ださい。

※紀北町を訴訟相手とする場合、相談内容が訴

訟中で、現在裁判所で審理中の場合、当事者間

に係争がある場合の双方同時の相談は原則とし

て利用できません。

【問い合わせ・申し込み】　

本庁住民課住民係　℡46-3117

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、次

の事業を一時休止します。

○自衛消防訓練

○各種救急講習

ご理解とご協力をお願いします。

【問い合わせ】

三重紀北消防組合消防本部総務課　℡22-2021

日時・場所　ご相談に応じます。

対象　こころの健康に関する悩みを持つ方や、

　　　ご家族

【問い合わせ・申し込み】　

本庁福祉保健課地域保健係　℡46-3122

日程 時間 場所

午前10時30分～正午

午後1時～2時
社会福祉会館

1階

老人福祉センター
２階

午後3時～5時30分

9月
16日（水）

無料法律相談（予約制）

普通救命講習

こころの健康相談
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にじいろスマイル満１歳笑顔満１歳笑顔

「にじいろスマイル」のコーナーに掲載希望の方は、誕生月の前月の10日までに
本庁企画課広報係または、海山総合支所総務室までお申し込みください。

新型コロナウイルス関連情報

台風シーズンにむけて避難行動の確認を

防災行政無線「戸別受信機」が新しくなります

令和２年６月議会定例会

国勢調査 2020

マイナンバーカード申請サポートのご案内

生ごみ処理機購入費助成金のご案内

児童家庭支援センター開所のおしらせ

P02

P04

P05

P06

P13

P14

P15

ひとり親世帯臨時特別給付金のご案内

自殺予防についてのおしらせ

Kihoku Playback

くらしの情報

図書室だより

けんこうの広場

戸籍の窓

にじいろスマイル

P16

P17

P20

P23

P24

P25

P26

広報きほく 9 月号 C O N T E N T S

折戸　暖くん

令和元年９月12 日生まれ

やんちゃで、元気な暖くん！
これからも、お姉ちゃんと仲良くね。

＜長島＞雄・憲美さん

だん

令和元年９月21日生まれ

甘えん坊のさっちゃん。
兄ちゃんとなかよーしてな♡

＜東長島＞亮・友里奈さん

髙須　紗月ちゃん
さつき
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